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主な記事 contents

（
１
面
） 

１７
歳
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、

　
　
　
　

西
日
本
イ
ン
カ
レ

（
２
面
） 

黒
正
塾
、
中
小
研
セ
ミ
ナ
ー
他

（
３
面
） 

大
樟
会
だ
よ
り

（
４
、５
面
） 

Ｚ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
―
１
グ
ラ
ン
プ
リ
他

（
６
、７
面
） 

経
大
ス
ポ
ー
ツ

（
８
面
）教
職
K
A
W
A
R
A
B
A
N
他

ー
テ
ィ
ー
で
は
、
佐
藤
武
司

理
事
長
が
「
ど
の
作
品
も
素

気
持
ち
を
つ
づ
り
、
グ
ラ
ン

プ
リ
と
学
生
審
査
員
賞
を
受

賞
し
た
阪
野
香
子
さ
ん（
京
都

市
立
堀
川
高
校
）は
「
文
章
に

す
る
と
自
分
の
思
い
が
わ
か

り
楽
し
か
っ
た
」
と
語
っ
た
。

　

同
じ
く
グ
ラ
ン
プ
リ
の
星

見
陽
菜
さ
ん（
鳥
取
県
立
鳥
取

商
業
高
校
）は
、
進
路
や
夢
が

描
け
な
い
現
状
に
い
ら
だ
ち

な
が
ら
も
「
必
ず
見
つ
か
る
」

と
、
自
分
へ
の
励
ま
し
を
受

賞
作
「
思
春
期
モ
ヤ
モ
ヤ
」

に
託
し
、「
今
は
部
活
動
で
結

果
を
出
し
た
い
」
と
話
し
た
。

　

ま
た
、
永
野
琴
美
さ
ん

（
宮
崎
県
立
赤
江
ま
つ
ば
ら
支

援
学
校
）は
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞

作
「
私
が
小
説
を
書
く
理
由
」

の
中
で
「
小
説
の
世
界
で
私

は
自
由
に
な
れ
る
」
と
述
べ
、

晴
ら
し
く
、
賞
を
決
め
る
の

が
難
し
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら

も
書
き
続
け
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
後
、

受
賞
者
と
家
族
、
学
校
関
係

者
ら
が
和
や
か
に
歓
談
。

　
「
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
隠
れ
た

姿
」
の
題
で
父
に
反
抗
す
る

な
人
な
の
だ
ろ
う
と
会
い
た

く
な
っ
た
、
そ
れ
が
文
章
の

力
。
今
し
か
つ
む
げ
な
い
文

章
を
大
切
に
」
と
講
評
し
た
。

　

大
阪
経
済
大
学
第
１５
回
高
校
生
フ
ォ
ー

ラ
ム
「
１７
歳
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
表
彰
式

が
、
１１
月
２８
日（
土
）午
後
１
〜
３
時
、
大

学
内
で
開
催
さ
れ
た
。
創
立
７０
周
年
記
念

事
業
の
一
環
と
し
て
、
２
０
０
１
年
に
ス
タ

ー
ト
。
今
回
は
「
今
ま
で
の
自
分
、
こ
れ

か
ら
の
自
分
」
な
ど
３
つ
の
テ
ー
マ
に
、
上

海
日
本
人
学
校
を
含
め
国
内
外
３
７
０
校

の
高
校
か
ら
３
万
６
６
７
通
の
応
募
が
あ

り
、
グ
ラ
ン
プ
リ
３
作
品（
学
生
審
査
員
賞

１
作
品
含
む
）、
金
賞
１０
、
銀
賞
５１
、
奨
励

賞
８６
、
学
校
特
別
賞
３０
校
が
選
ば
れ
た
。

　

大
学
生
の
た
め
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
大
会
「
西
日
本
イ
ン
カ
レ（
合
同
研
究

会
）２
０
１
５
／
日
経
Ｂ
Ｐ
マ
ー
ケ
テ
ィ

ン
グ
主
催
」
予
選
会
が
、
１１
月
２９
日

（
日
）、
本
学
Ｄ
館
４
・
５
階
教
室
で
開
催

さ
れ
た
。
今
回
の
出
場
校
は
、
本
学
を

は
じ
め
、
１９
大
学
・
７１
チ
ー
ム
。
第
１

部
と
第
２
部
、
さ
ら
に
Ａ
〜
Ｆ
の
６
ブ

2015年度大阪経済大学 卒業式・学位授与式を下記のとおり挙行いたします。
卒業式・学位授与式のご案内卒業式・学位授与式のご案内

対象学部：経済学部、人間科学部、
大学院経済学研究科、

 大学院人間科学研究科
場　　所：70周年記念館
 フレアホール
日　　時：2016年3月15日（火）
 10:00～（入場は9:30～）

対象学部：経営学部、情報社会学部、
大学院経営学研究科、

 大学院経営情報研究科
場　　所：70周年記念館
 フレアホール
日　　時：2016年3月15日（火）

13:00～（入場は12:30～）

お問い合わせ

午前の部 午後の部

大阪経済大学　総務部総務課　（06）6328-2431㈹
● 学生・保護者の方用の駐車場がありません。車でのご来場はご遠慮ください。
● 収容人数の関係で、保護者の方は式場内へお入りいただけないこともあります。あらかじめ
ご了承ください。なお、同館3階の教室において、式典の模様を同時放映いたします。

大
阪 受付 9:30～

▶大阪経済大学
6.18 土

下記の日程を
予定しております。

高
松 受付 10:00～

▶JRホテルクレメント高松
7.10 日

岡
山 受付 10:00～

▶岡山プラザホテル
7. 9 土

京
都 受付 10:00～
▶TKPガーデンシティ京都
7. 2 土

教育懇談会 のお知らせ2016年度

　

Ｄ
館
１２
教
室
で
の
表
彰
式

で
は
、
德
永
光
俊
学
長
が

「
手
書
き
の
原
稿
に
込
め
ら
れ

た
魂
の
叫
び
に
、
こ
れ
が
２１

世
紀
に
生
き
る
若
者
た
ち
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
と
う
れ
し
く

思
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
１７
歳

の
多
彩
な
若
者
ら
し
さ
を
受

け
止
め
、
世
の
中
に
伝
え
続

け
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
。
審
査
委
員
代
表
の
読
売

新
聞
大
阪
本
社
編
集
委
員
、

西
井
淳
氏
が
「
読
ん
で
い
て

文
章
に
登
場
す
る
人
は
ど
ん

書
く
こ
と
で

自
分
を
み
つ
め
る

自
由
に
な
れ
る

　

Ｄ
館
８
階
の
８０
周
年
記
念

ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
懇
親
パ

近
藤
直
美
教
授

阪
野
香
子
さ
ん

チームKENJI

服部クワトロフォルマッジ

Mr.尾身Children

チームハットリ君３回生

星
見
陽
菜
さ
ん

学
生
審
査
員
と
学
生
審
査
員
賞
・
グ
ラ
ン
プ
リ
の
阪
野
さ
ん

「
社
会
に
出
て
仕
事
を
頑
張
り

つ
つ
趣
味
と
し
て
書
い
て
い

き
た
い
」
と
抱
負
を
語
っ
た
。

　

最
後
に
、
本
学
経
済
学

部
・
近
藤
直
美
教
授
が
「
書

い
た
も
の
を
人
に
見
て
も
ら

い
、
ま
た
自
分
で
見
つ
め
直

す
こ
と
で
、
こ
の
先
自
信
を

も
っ
て
進
ん
で
い
け
る
、
そ

の
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
」
と

エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

今しかつむげない言葉で

ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
、「
情
報
収
集
力
」

「
論
理
性
」「
着
眼
点
」「
プ
レ
ゼ
ン
力
」

「
質
問
対
応
力
」
な
ど
を
競
い
合
っ
た
。

　

本
学
か
ら
は
、
Ｚ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
│
１
グ
ラ

ン
プ
リ
決
勝
に
勝
ち
残
っ
た
５
チ
ー
ム

が
参
加
。
第
１
部
で
は
、
経
済
学
部
・

服
部
ゼ
ミ
の
「
チ
ー
ム
ハ
ッ
ト
リ
君
３

回
生
」
が
「『
一
人
』
と
『
お
お
ぜ
い
』

あ
な
た
は
ど
ち
ら
を
救
い
ま
す
か
。
〜

援
助
心
理
の
非
合
理
性
〜
」、
経
営
学

部
・
尾
身
ゼ
ミ
「Mr.
尾
身children

」

は
「
同
族
企
業
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
〜

同
族
∨
非
同
族
の
証
明
と
地
域
差
異
の

発
見
〜
」、
経
済
学
部
・
服
部
ゼ
ミ
の

「
し
ゃ
ち
ほ
こ
」
は
「
ア
ン
カ
リ
ン
グ
効

果
が
意
思
決
定
に
及
ぼ
す
影
響
〜
Ｒ
Ｃ

Ｔ
を
用
い
た
検
証
実
験
よ
り
〜
」
の
テ

ー
マ
で
発
表
。

　

第
２
部
で
は
、
経
済
学
部
・
服
部
ゼ

ミ
「
服
部
ク
ワ
ト
ロ
フ
ォ
ル
マ
ッ
ジ
」

が
「Thinking vs Writing

〜
書
く
こ

と
に
よ
る
選
好
や
意
思
決
定
の
変
化

〜
」、
情
報
社
会
学
部
・
中
村
ゼ
ミ
の

「
チ
ー
ム
Ｋ
Ｅ
Ｎ
Ｊ
Ｉ
」
が
「
学
生
に
よ

る
企
業
評
価
サ
ー
ビ
ス
『
Ｃ
Ａ
Ｓ
』
〜

Company Assessment Student

〜 

」

の
テ
ー
マ
で
発
表
。
５
チ
ー
ム
と
も
、

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
デ
ー
タ
や
発
表
者
の

話
し
方
・
動
き
な
ど
が
、
Ｚ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
│

１
大
会
決
勝
時
と
比
較
し
て
大
幅
に
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
さ
れ
、
質
疑
応
答
に

お
い
て
も
、
審
査
員
か
ら
の
鋭
い
質
問

学
生
独
自
の
視
点
か
ら

個
性
あ
ふ
れ
る
提
案

に
臆
せ
ず
懸
命
に
答
え
て
い
た
。

　

第
１
部
・
２
部
と
も
発
表
終
了
後
に

は
審
査
員
が
講
評
を
行
い
、「
学
生
ら
し

い
視
点
が
良
か
っ
た
」「
レ
ベ
ル
が
高
く

採
点
に
迷
っ
た
」
な
ど
の
評
価
と
共
に
、

「
独
自
性
が
大
事
」「
論
理
の
抜
け
落
ち

に
注
意
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
ア
ド
バ

イ
ス
が
送
ら
れ
た
。
予
選
会
の
審
査
結

果
は
１２
月
１
日（
火
）に
発
表
さ
れ
、

本
学
か
ら
は
「Mr.

尾
身children

」、

「
服
部
ク
ワ
ト
ロ
フ
ォ
ル
マ
ッ
ジ
」、「
チ

ー
ム
ハ
ッ
ト
リ
君
３
回
生
」、「
チ
ー
ム

Ｋ
Ｅ
Ｎ
Ｊ
Ｉ
」
の
４
チ
ー
ム
の
本
戦
出

場
が
決
定
。
本
選
は
１２
月
２０
日（
日
）、

本
学
で
開
催
さ
れ
、
西
日
本
地
区
１２
チ

ー
ム
が
競
う
こ
と
に
な
っ
た
。

西
日
本
イ
ン
カ
レ（
合
同
研
究
会
）２
０
１
５

第１５回高校生フォーラム17歳からのメッセージ
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　講師に滋賀大学保健管理センター 准教授
の久保田泰考氏をお招きし、『発達障害のあ
る学生への支援―精神療法の観点から』を
テーマにお話しいただきました。日々、学
生と接する中で対応に苦慮し、発達障害が
疑われることもあります。そんな学生とど
う向き合い、どのように対応していけばい
いのかをお聞きすることができました。
　「発達障害」とは広い概念で、その中に自
閉スペクトラム症（自閉症・アスペルガー症
候群・特定不能の広汎性発達障害）やADHD
（注意欠陥・多動性障害）、学習障害などが
あります。自閉症スペクトラム症のうち
「特定不能の広汎性発達障害」はその7、8
割を占め、高校生や大学生で診断される多
くのケースはこれに当てはまります。相手
の気持ちは読めているが、やることがずれ
ているなど、過敏さと不器用さが混在して
いるのが特徴です。しかし、その状態は一
人一人違い、多様でもあります。
　久保田先生は、カウンセリングで話して
いると、困っているけど切迫感がない学生、
というモデルケースについて以下のように
述べられました。
　普通に考えれば、怠けているようにも見え
る。しかし、そのような場合は、発達障害の
特性が背景にあると思ってみることが必要で
す。そのために大学へ来にくくなっているか
もしれない。それならば、来やすくなる工夫
をするのがいいと提案します。もう大人だか
らと放って置くということでは解消されませ

ん。その「困り感」を対話のなかで引き出す
ことで、社会化ができ、変化もできる。難し
いのはどこまでやるか。正解はありません。
実際には、専門家が直接行うのではなく、カ
ウンセラーをコーディネータの中心とし、教
員や窓口の職員など複数人が連携して対応す
ることが望ましいでしょう。
　大学教育というのは単に知能やIQといっ
たもので決まるものではなく、困ったとき
に何とかするバイタリティ、例えば人間関
係で困ったとき友達に頼むようなことも含
めて人材を育成するものではないでしょう
か。結果、いろいろな要素で成績が取れる。
単位を出す要件もあり、ジレンマもありま
すが、教育の機会を与えながら、彼女・彼
らが困難とするものにアクセスしやすい工
夫をすることが必要となるでしょう。
　質疑応答では実際にそういった学生に対
応している教員からの質問が多く出て、本
学でも発達障害を持つ学生に対応する仕組
みはありますが、それをさらに周知してい
く必要があることをつくづく感じました。
【参加者】39名（教員15名、職員24名）

で
や
ね
ん
」
と
い
う
問
題
意
識
か

ら
常
識
を
打
ち
破
る
商
品
を
開
発

し
た
事
例
な
ど
を
紹
介
。
そ
れ
ら

の
会
社
の
共
通
点
を
、「
ア
＝
明
る

い
、
イ
＝
意
志
が
強
い
、
ウ
＝
運

が
良
い
と
思
い
込
ん
で
い
る
、
エ

＝
縁
を
大
切
に
し
て
い
る
、
オ
＝

大
き
な
夢
を
持
っ
て
い
る
」
な
ど

と
分
析
。「
他
社
の
良
い
と
こ
ろ
を

真
似
る
」
必
要
性
を
強
調
し
、「
こ

れ
か
ら
は
『
一
円
安
い
商
売
』
で

は
な
く
、
よ
そ
に
無
い
ア
イ
デ
ア

で
『
一
円
高
い
商
売
』
を
実
践
し
、

自
分
の
手
で
景
気
を
回
復
さ
せ
て

い
き
ま
し
ょ
う
」
と
締
め
く
く
っ

た
。

　

第
２
部
は
調
査
研
究
報
告
で
、

中
小
企
業
・
経
営
研
究
所
と

２
０
１
３
年
に
包
括
連
携
協
定
を

結
ん
だ
大
阪
産
業
経
済
リ
サ
ー
チ

セ
ン
タ
ー
（
大
阪
府
商
工
労
働
部
）

の
研
究
員
３
氏
が
報
告
を
行
っ
た
。

　

第
３
回
中
小
研
セ
ミ
ナ
ー
（
主

催
／
大
経
大
中
小
企
業
・
経
営
研

究
所
）が
、
１０
月
１０
日（
土
）午
後
２

時
か
ら
、
Ｄ
館
１０
教
室
で
開
催
さ

れ
た
。
ま
ず
太
田
一
樹
所
長
が

「
本
学
の
中
小
企
業
・
経
営
研
究
所

は
中
小
企
業
研
究
に
関
し
て
国
内

外
で
高
い
評
価
を
得
て
お
り
、
今

後
も
中
小
企
業
の
存
在
意
義
を
強

く
発
信
し
て
い
き
た
い
」
と
挨
拶
。

　

第
１
部
で
は
、
日
本
一
明
る
い

経
済
新
聞
編
集
長
・
竹
原
信
夫
氏

が
「
が
ん
ば
る
大
阪
の
中
小
企

業
！　

大
阪
の
魅
力
と
パ
ワ
ー
の

源
泉
」
の
テ
ー
マ
で
基
調
講
演
を

行
っ
た
。
竹
原
氏
は
「
経
営
に
は

前
向
き
な
発
想
、
つ
ま
り
数
字
デ

ー
タ
よ
り
経
営
者
の
姿
勢
が
大
事

だ
」
と
前
置
き
し
、
社
内
の
挨
拶

や
ユ
ニ
ー
ク
な
ア
イ
デ
ア
で
社
員

を
や
る
気
に
さ
せ
た
事
例
、「
な
ん

　

第
１３
回
秋
季
学
術
講
演
会

（
主
催
／
日
本
経
済
史
研
究

所
）が
、
１１
月
２１
日（
土
）・

２８
日（
土
）の
２
日
間
、
Ｄ
館

１０
教
室
で
開
催
さ
れ
た
。
今

回
の
総
合
テ
ー
マ
は
「
新
し

　

全
学
F
D
委
員
会
で
は
、
本
学
の
教
育
の
質
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
、

関
心
の
高
い
テ
ー
マ
を
検
討
し
、
3
つ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
企
画
し
ま
し
た
。

2
0
1
5
年
秋
ま
で
に
教
員
を
対
象
に
2
回
の
F
D
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
行
い

ま
し
た
の
で
詳
し
く
ご
報
告
し
ま
す
。

F
D
通
信

　日本経済史研究所
は、本学初代学長黒
正巌博士が創設に携
わり、80年を超える
歴史を誇っている。
今後も、先輩方が築
いてきた歴史研究の

伝統を大事にしながら、歴史研究の世界
における存在感を高めていきたい。
　現在の主な活動は、経済史研究の基
盤や環境を整備することで、経済史関連
の論文・著書の概要をデータベース化し
てネット上に公開し、全国の歴史研究や
教育に活用されている。経済史研究に必
要な研究書・学術誌や原本史料の収集に
努めているほか、学内外の研究者による
経済史研究会の開催や、質の高い学術
誌の刊行にも尽力している。
　一般市民を対象とした社会貢献の一環
である「黒正塾」では、歴史はもちろん、
社会的関心の高い時事的なテーマを取り
上げるなど、知的好奇心を満たしたい、
教養を身につけたいという意欲ある市民
の皆さんの希望に応えていきたいと思っ
ている。

竹原信夫氏

パネルディスカッション

 『発達障害のある学生への支援－精神療法の観点から－ 』
●2015年11月13日（金）10時30分～12時00分第27回全学FDフォーラム

久保田泰考 氏（滋賀大学保健管理センター 准教授）

　学校法人梅光学院理事長の本間政雄氏に
『教育を変えることは大学を変えること 』を
テーマにお話しいただきました。本間氏は、
旧文部省に入省後、同省総務審議官を経て、
京都大学事務局長、大学評価・学位授与機
構教授、立命館大学副学長、立命館アジア
太平洋大学副学長を歴任してこられたご経
験を基に、現在、大学マネジメント研究会
の会長として、月刊誌の発行や私立大学フ
ォーラムでの講演など、様々な活動をして
おられます。
　まずは、避けてはとおれない18歳人口の
減少（＝市場の縮小）、社会・企業が求める
多様な人材の育成、文部科学省による高等
教育政策の転換、押し寄せる国際化の波な
ど、目まぐるしい環境の変化の中、大学が
否応なしに改革を迫られる背景から始まり、
改革に何が必要なのか？改革の担い手は誰
なのか？教育をどう変えるのか？を本間氏
のご経験を交え、お話しいただきました。
　本間氏は、大学改革には「改革を先導す

る人材の育成」、「迅速で効果的な意思決定
を可能にするシステム」、「改革を支える組
織」の３つが必要不可欠であると話されて
います。では、改革の「核」となる教育を
変えるにはどうすればよいのでしょうか？
　本間氏は、次のように述べられています。
　『大学のビジョンの構築は学長によってな
されるが、その中心となる「教育」は、学
部・学科教育であり、その司令塔は他でも
ない学部長である。学部長は、学生が何を
考え、何を求めているのか、企業がどのよ
うな教育を受けた学生を求めているのかを
探り、カリキュラム・教材・教え方に、整
合性・体系性・一貫性のとれた学部教育を
行えるよう改革を進めなければならない。
そして、大学でどのような教育を行ってい
るか、行われようとしているかを理事会は
把握しておかなければならない。大学と法
人の「人材」「システム」「組織」が機能し
て初めて、教育を変えられるのである。旧
態依然とした体制や、学長、ましてや法人
からのトップダウンだけでは決して実現し
えない。教育を変えようとすれば、自ずと
大学は改革を迫られる。』
　お話の最後には、大学改革を進めるにあ
たり、職員の役割についても触れられ、当
日、参加していた職員にとっては、教員と
手を携え、大学の改革に参画していく意識
を新たにする機会となりました。
【参加者】40名（教員17名、職員22名、そ
の他1名）

黒正塾　第13回秋季学術講演会

中国の歴史ロマンと
人間ドラマを追求

中小研
セミナー

第3回

い
三
国
志
研
究
」。
二
松
学
舎

大
学
・
文
学
部
の
伊
藤
晋
太

郎
准
教
授
が
「
武
将
か
ら
神

へ
│
絵
解
き
で
見
る
関
羽
」、

学
習
院
大
学
・
国
際
研
究
教

育
機
構
の
村
松
弘
一
教
授
が

「「
天
下
三
分
の
計
」
前
夜
│

『
三
国
志
』
を
生
ん
だ
後
漢
時

代
の
地
域
創
生
」
の
テ
ー
マ

で
講
演
を
行
っ
た
。

　

２１
日
の
講
演
「
武
将
か
ら

神
へ
│
絵
解
き
で
見
る
関
羽
」

で
は
、
伊
藤
准
教
授
が
冒
頭
、

関
羽
の
研
究
を
始
め
た
き
っ

か
け
を
、「
小
学
校
時
代
に
Ｎ

Ｈ
Ｋ
の
人
形
劇
で
三
国
志
を

見
て
好
き
に
な
り
、
そ
の
後

も
ゲ
ー
ム
が
発
売
さ
れ
る
な

ど
三
国
志
に
触
れ
る
機
会
が

増
え
、
徐
々
に
興
味
が
増
し

て
い
っ
た
。
大
学
の
卒
業
研
究

の
テ
ー
マ
は
『
諸
葛
孔
明（
し

ょ
か
つ
こ
う
め
い
）』
だ
っ
た

が
、
大
学
院
時
代
に
、
将
来

に
わ
た
り
研
究
を
続
け
ら
れ

る
テ
ー
マ
と
し
て
『
関
羽（
か

ん
う
）』
を
選
択
し
た
。
中
国

の
多
様
な
面
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
、
や
り
甲
斐
の
あ
る

テ
ー
マ
だ
と
考
え
た
」
と
説

明
。
三
国
志
に
つ
い
て
「
流
れ

が
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
で
、
個
性

的
な
人
物
が
活
躍
す
る
と
こ

ろ
が
魅
力
だ
」
と
語
っ
た
。

　

続
い
て
三
国
志
と
は
何
か

を
解
説
し
、
三
国
志
に
は
確

か
な
事
実
だ
け
を
記
す
姿
勢

で
書
か
れ
た
「
正
史
」
と
し

て
の
三
国
志
と
、
フ
ィ
ク
シ

ョ
ン
も
多
く
含
ま
れ
る
「
文

学
」
と
し
て
の
三
国
志
演
義

の
二
つ
が
あ
る
こ
と
を
紹
介
。

関
羽
と
い
う
人
物
に
つ
い
て

は
「
生
涯
に
わ
た
り
劉
備（
り

ゅ
う
び
）に
忠
誠
を
尽
く
し

た
。
武
勇
で
知
ら
れ
る
が
、

義
を
重
ん
じ
る
性
格
で
あ
り
、

後
に
神（
関
帝
）と
し
て
崇
拝

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と

説
明
。
そ
し
て
関
帝
崇
拝
の

高
ま
り
と
共
に
数
多
く
出
版

さ
れ
た
「
関
帝
文
献
」
の
一

つ
と
し
て
、
１
９
６
０
年
に

作
成
さ
れ
た
「
関
帝
聖
蹟
図
」

を
紹
介
。
全
５５
図
の
中
か
ら

主
な
図
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、

絵
解
き
の
手
法
で
関
羽
の
生

涯
を
わ
か
り
や
す
く
解
説
し

て
い
っ
た
。

　

さ
ら
に
孔
子
の
生
涯
を
図

や
説
明
文
、
詩
な
ど
で
示
し

た
「
孔
子
聖
蹟
図
」
と
「
関

帝
聖
蹟
図
」
を
比
較
。「
関
帝

聖
蹟
図
は
孔
子
聖
蹟
図
を
模

倣
す
る
こ
と
で
、
神
と
し
て

崇
拝
さ
れ
て
い
た
関
羽
の
聖

人
化
を
進
め
、
関
羽
の
地
位

を
孔
子
と
同
等
ま
で
高
め
た
」

と
結
論
。
会
場
に
詰
め
か
け

た
聴
衆
は
、
関
羽
の
生
涯
に

思
い
を
馳
せ
な
が
ら
、
中
国

の
壮
大
な
歴
史
ロ
マ
ン
に
浸

っ
て
い
る
様
子
だ
っ
た
。

吉田建一郎所長のコメント

　2013年に開所50
周年を迎えた中小企
業・経営研究所は、
中小企業学会と密接
に連携し、中小企業
研究のフロンティアと
しての地位を脈 と々

築いてきた。今後は、アカデミックな研
究はもちろん、中小企業経営者や支援団
体、中小企業関連の行政などにも関心を
持っていただける取り組みを展開してい
きたい。第３回中小研セミナーも、その
ような新しい方向性に基づく企画であり、
中小企業に関心を持つ方 に々、中小企業
の現状や可能性について学んでいただけ
たのではないか。地域貢献は大学の大き
な役割。中小研の「ブランド」を生かし、
中小企業活性化のための、さらなる「場
づくり」に尽力していきたい。

太田一樹所長のコメント

　

ま
ず
総
括
研
究
員
の
北
出
芳
久

氏
が
「
大
阪
の
地
域
ブ
ラ
ン
ド
戦

略
の
あ
り
方
」
の
テ
ー
マ
で
、
地

域
ブ
ラ
ン
ド
に
取
り
組
む
こ
と
で

地
域
経
済
が
活
性
化
す
る
理
由
や

成
功
事
例
な
ど
を
紹
介
し
、
今
後

の
方
向
性
を
提
示
し
た
。

　

主
任
研
究
員
の
越
村
惣
次
郎
氏

は
、「
海
外
市
場
で
現
地
化
に
取
組

む
中
小
企
業
」
の
テ
ー
マ
で
、
中

小
企
業
の
海
外
展
開
の
現
状
や
成

功
事
例
な
ど
を
報
告
。
変
化
に
対

す
る
迅
速
な
対
応
の
必
要
性
を
強

調
し
た
う
え
で
、
日
本
企
業
に
よ

る
今
後
の
海
外
市
場
獲
得
に
期
待

を
示
し
た
。

　

続
い
て
同
主
任
研
究
員
の
福
井

紳
也
氏
が
「
ア
ジ
ア
に
お
け
る
都

市
大
阪
の
魅
力
」
の
テ
ー
マ
で
、

大
阪
の
持
つ
都
市
競
争
力
に
つ
い

て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
に

基
づ
い
て
分
析
。
ビ
ジ
ネ
ス
環
境

上
の
課
題
は
あ
る
も
の
の
、
立
地

コ
ス
ト
面
な
ど
に
お
け
る
大
阪
の

優
位
性
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　

第
三
部
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
は
、
基
調
講
演
を
行
っ
た

竹
原
氏
、
調
査
報
告
を
行
っ
た
３

氏
が
参
加
し
、
太
田
所
長
が
司
会

進
行
を
務
め
た
。
そ
し
て
竹
原
氏

は
「
地
元
の
人
は
自
ら
の
地
域
の

ブ
ラ
ン
ド
に
気
づ
い
て
い
な
い
ケ

ー
ス
が
多
い
。
大
阪
の
パ
ワ
ー
に

自
信
を
持
っ
て
ほ
し
い
」。
北
出
氏

は
「
地
域
に
埋
も
れ
て
い
る
資
源

を
活
用
し
て
ほ
し
い
。
地
産
地
消

の
レ
ベ
ル
で
は
な
く
全
国
の
市
場

に
進
出
す
る
こ
と
が
大
事
」。
越
村

氏
は
「
海
外
展
開
で
頑
張
っ
て
い

る
企
業
の
技
術
は
国
際
的
に
優
れ

た
も
の
が
多
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
地

域
の
産
業
レ
ベ
ル
に
合
う
地
域
を

狙
え
ば
海
外
市
場
が
広
が
る
可
能

性
が
あ
る
」
な
ど
と
指
摘
。
企
業

の
国
際
化
に
対
す
る
意
識
に
つ
い

て
は
「
リ
ス
ク
を
先
に
考
え
る
マ

イ
ナ
ス
思
考
で
は
な
く
、
プ
ラ
ス

思
考
が
大
事
」。「
大
阪
は
研
究
開

発
に
対
す
る
評
価
が
高
い
。
い
か

に
ブ
ラ
ン
ド
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

く
か
が
重
要
」。
ま
た
産
官
学
の
連

携
に
つ
い
て
は
「
大
経
大
な
ど
、

知
の
集
積
を
地
域
内
に
抱
え
て
い

る
こ
と
が
強
み
」。「
大
学
に
よ
る

人
材
育
成
が
重
要
で
企
業
と
マ
ッ

チ
ン
グ
で
き
れ
ば
突
破
口
に
な

る
」。「
中
小
企
業
の
努
力
も
大
事

だ
が
地
域
全
体
で
ブ
ラ
ン
ド
力
を

高
め
て
い
く
組
織
が
大
事
。
行
政

が
裏
方
と
な
り
事
業
者
が
リ
ー
ダ

ー
を
育
て
、
対
外
的
信
用
度
を
高

め
る
こ
と
が
必
要
」。「
時
代
が
変

わ
り
学
生
も
大
企
業
へ
の
就
職
に

固
執
せ
ず
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
な
ど

も
選
択
肢
に
入
っ
て
き
た
」
な
ど
、

そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
や
研
究
に
基
づ

く
考
え
が
述
べ
ら
れ
た
。

 『教育を変えることは大学を変えること 』
●2015年10月9日（金）10時30分～12時00分第26回全学FDフォーラム

本間政雄 氏（学校法人梅光学院理事長）

大
阪
の
魅
力
や
元
気
を

発
信
し
て
い
く
た
め
に

伊藤晋太郎准教授
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　アベノミクスは「新3本の矢」を打ち出
していますが、法人税の引き下げや規制改
革といった成長戦略の充実、財政健全化と
経済成長の両立、地方経済の活性化など、
まだまだ課題があり、経済再生は道半ばで
す。
　実は、日米経済関係と安保体制は表裏一
体にあります。90年代の冷戦崩壊後は、米
国による対ソビエトの警戒感が薄れて日本
を軽視し日米貿易摩擦が激化し円高に。9・
11やイラク戦争が起こると同盟国としての
日本を重視し円安に。中国が強大化した現
在は日本の役割を再認識し円安を容認して
います。つまり、米国の対外政策、米国の
対中政策は為替相場と日本経済の大きな方
向を左右することに注視する必要がありま
す。

　一方、上場企業が過去最高益を更新し、
全体的には企業の競争力が回復して、積極
経営に転じつつあります。

●日本経済復活の展望と
  アベノミクスの課題

　日本を訪れる外国人数は平成24（2012）
年から右肩上がりの傾向を見せ、平成25
（2013）年は約1340万人。今年、平成27
（2015）年は9月の時点で約1448万人を数え、
この伸び率であれば年間1900万人に達する
見込みです。政府は東京五輪の開かれる平
成32（2020）年までに2000万人とする目標
を立てていましたが、平成28（2016）年に
は達成する勢いです。五輪との相乗効果も
期待でき、ホテルや観光施設の雇用、建設
投資、交通インフラ整備などが進み、経済
効果は非常に大きいでしょう。

　本学の同窓会が設立された昭和10
（1935）年は、日本経済にとって重要な時期
にありました。大正12（1923）年に関東大
震災が起こり、昭和に入って金融恐慌、世
界大恐慌、昭和恐慌と国内外で経済的危機
が続きます。これに対して、平成2（1990）
年のバブル崩壊、その後の金融危機、リー
マン・ショック、東日本大震災が起こった
現代は、やや共通したところがありそうで
す。日本の先輩たちが乗り越えてきた苦難
の歴史の中から、何を学ぶことができるで
しょうか。
　日本経済は2～3年前まで、希望が見えな
い状況にありましたが、アベノミクスによ
り一定の効果がもたらされ、長いトンネル
の出口が見えてきました。アベノミクスは、
近年の歴代内閣が講じてきた景気対策とは
異なるように見え、奇跡のカムバックが始
まる可能性が展望できます。
　バブル崩壊後、政府の経済対策や米国の
ITバブルにより、日本経済は3度、小さな景
気回復がありました。しかし、それは一時
的なものであり、構造的な経済の立て直し
には至りませんでした。アベノミクスの目
的は、長期低迷の要因となるデフレ脱却と、
日本経済の再生。現在、景気回復が持続し、
長引いていた不良債権問題も解決済みです。
過去3度の回復期には緊縮財政への転換や
ゼロ金利解除など引き締め政策がとられま
したが、これは時期尚早。アベノミクスで
は引き締め政策を考えていません。

　

平
成
２７
年
１１
月
１
日（
日
）午
前
１１
時
か
ら
、
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
・

同
窓
会
設
立
８０
周
年
記
念
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。
今
年
は
、
大
学
の
前

身
・
昭
和
高
等
商
業
学
校
の
同
窓
会
が
設
立
さ
れ
て
８０
年
と
な
る
記
念

の
年
で
あ
り
、
全
国
各
地
か
ら
６
６
３
名
の
同
窓
生
ら
が
参
加
。
会
場

の
Ｄ
館
１１
教
室
で
は
、
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
、
式
辞
に
次
い
で
特
別
表
彰

と
感
謝
状
の
贈
呈
が
あ
り
、
そ
の
後
、
記
念
講
演
会
が
行
わ
れ
た
。
午

後
は
同
館
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル
で
懇
親
会
が
開
か
れ
、
参
加
者
が
旧

交
を
温
め
た
。
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
大
学
祭
が
開
催
さ
れ
て
お
り
、
同
窓

生
と
学
生
が
和
や
か
に
交
流
す
る
姿
も
見
ら
れ
た
。

記
念
す
べ
き
同
窓
会
設
立
80
周
年
を
迎
え

母
校
と
大
樟
会
の
更
な
る
発
展
を
祈
る

同
窓
会
の
節
目
の
年
に
集
う

祝
・
設
立
80
周
年
！

大阪経済大学2015ホームカミングデー・
同窓会設立80周年記念総会・懇親会

大阪経済大学2015ホームカミングデー・同窓会設立80周年記念総会　記念講演

田
村
大
樟
会
会
長

上
新
庄
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ

　

午
前
１１
時
、
開
会
に
先
立

っ
て
吹
奏
楽
総
部
１２
人
が
軽

快
で
華
や
か
な
演
奏
を
披
露
。

進
木
伸
次
郎
実
行
委
員
長
が

開
会
を
宣
言
し
、
小
林
真
人

副
会
長
の
司
会
で
総
会
が
進

行
し
た
。

　

グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
と
参
加
者

に
よ
る
学
歌
斉
唱
後
、
学
校

法
人
大
阪
経
済
大
学
・
佐
藤

武
司
理
事
長
が
式
辞
と
し
て

「
同
窓
会
の
初
代
会
長
は
、
黒

正
巌
初
代
学
長
。
８０
年
を
経

て
、
卒
業
生
は
９
万
人
を
超

え
た
。
平
成
３０（
２
０
１
８
）

年
か
ら
少
子
化
が
始
ま
る
。

今
後
の
発
展
を
め
ざ
し
大
学

改
革
を
進
め
た
い
」
と
述
べ
、

大
樟
会
員
に
支
援
や
助
言
を

求
め
た
。

　

次
に
德
永
光
俊
学
長
が
壇

上
に
立
ち
、
祝
辞
の
な
か
で
、

前
日
に
行
わ
れ
た
「
フ
レ
ン

ド
リ
ー
・
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」

（
卒
業
生
と
就
職
希
望
の
学
生

の
相
談
会
）、「
Ｚ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
―

１
グ
ラ
ン
プ
リ
」
の
決
勝
戦
、

学
生
の
自
主
的
な
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
伝
え
、

「
学
生
の
成
長
を
確
信
し
て
い

る
。
大
学
の
１
０
０
周
年
に

盛大に開催

向
け
、『
つ
な
が
る
力
№
１
』

を
一
層
高
め
て
い
き
た
い
」

と
決
意
を
述
べ
た
。

　

続
い
て
、
田
村
正
晴
大
樟

会
会
長
が
「
同
窓
会
設
立
８０

周
年
を
迎
え
た
。
未
来
に
飛

躍
す
る
、
末
広
が
り
の
年
と

考
え
た
い
。
戦
後
の
経
営
難

の
折
に
は
大
学
の
依
頼
で
同

窓
会
会
長
が
募
金
集
め
に
奔

走
し
た
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ

は
大
学
と
同
窓
会
が
大
学
の

存
続
と
発
展
の
た
め
に
一
心

同
体
で
取
り
組
ん
で
き
た
こ

と
を
物
語
る
一
つ
の
出
来
事

で
あ
る
。
現
在
の
大
学
サ
バ

イ
バ
ル
時
代
に
お
い
て
も
、

大
学
の
行
く
末
に
深
い
関
心

を
寄
せ
て
歩
み
た
い
」
と
強

く
呼
び
か
け
た
。

　

こ
の
あ
と
、
永
年
に
わ
た

っ
て
母
校
や
同
窓
会
の
発
展

に
力
を
尽
く
さ
れ
た
４
人
の

元
同
窓
会
会
長
に
特
別
表
彰

状
、
永
く
支
部
長
を
務
め
ら

れ
た
下
土
井
康
晴
前
神
戸
支

部
長
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
。

特
別
表
彰
を
受
け
た
田
中
富

三
第
８
代
会
長
は
謝
意
を
述

べ
た
後
、
謦
咳
に
接
し
た
黒

正
巌
初
代
学
長
の
思
い
出
に

触
れ
「
先
生
は
、
学
徒
動
員

に
行
く
学
生
に
『
読
書
だ
け

は
続
け
ろ
』
と
訓
辞
さ
れ
た

と
い
う
。
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に

と
ら
わ
れ
な
い
、
真
の
リ
ベ

ラ
リ
ス
ト
だ
と
思
う
」
と
感

慨
を
述
べ
た
。
恒
例
の
記
念

講
演
は
、
岡
田
晃
本
学
客
員

教
授
が
「
日
本
経
済
は
復
活

で
き
る
!!　

〜
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
と
経
済
再
生
の
行
方
〜
」

を
テ
ー
マ
に
講
演
し
た
。

　

午
後
は
懇
親
会
に
先
立
ち
、

全
日
本
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
で

全
国
大
会
に
出
場
し
た
本
学

グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ
と
在
校

生
部
員
で
構
成
さ
れ
る
「
大

阪
メ
ー
ル
ク
ワ
ィ
ア
ー
」
に

よ
る
合
唱
が
披
露
さ
れ
、
大

学
総
務
部
の
高
濱
悠
紀
さ
ん

の
司
会
で
懇
親
会
が
ス
タ
ー

ト
し
た
。
前
垣
吉
男
さ
ん

（
３６
回
卒
）が
専
務
取
締
役
を

務
め
る
広
島
県
の
蔵
元
、
賀

茂
泉
酒
造
の
酒
樽
を
用
い
、

「
ヨ
イ
シ
ョ
」
の
か
け
声
と
共

に
鏡
開
き
が
行
わ
れ
た
。
続

い
て
、
井
阪
健
一
元
理
事
長

の
「
昇
り
龍
の
よ
う
な
、
大

学
の
発
展
を
祈
っ
て
」
と
い

う
言
葉
で
乾
杯
、
会
場
は
華

や
い
だ
雰
囲
気
に
包
ま
れ
た
。

　

会
場
で
は
、
軽
音
楽
部
Ｏ

Ｂ
の
バ
ン
ド
「
上
新
庄
オ
ー

ル
ス
タ
ー
ズ
」
が
ジ
ャ
ズ
を

演
奏
し
、
穏
や
か
な
歓
談
の

時
が
流
れ
た
。
終
盤
に
は
、

福
田
敏
裕
元
応
援
団
副
団
長

（
３７
回
卒
）に
よ
る
演
舞
と
共

に
学
歌
・
逍
遥
歌
を
斉
唱

し
、
山
本
隆
造
大
樟
体
育
会

会
長
の
リ
ー
ド
で
万
歳
三
唱
。

最
後
に
北
村
實
本
学
理
事
・

教
授
が
「
本
学
の
歴
史
を
調

べ
て
い
た
が
、
戦
後
に
同
窓

会
が
大
学
に
寄
付
し
た
こ
と

を
知
ら
ず
、
田
村
会
長
の
お

話
が
印
象
に
残
っ
た
」
と
話

し
、
参
加
者
に
謝
辞
を
述
べ

た
。
同
窓
会
員
は
、
互
い
に

「
来
年
も
元
気
で
再
会
し
よ

う
」
と
笑
顔
で
誓
い
合
っ
た
。

講師／岡田 晃 先生　大阪経済大学客員教授

日本経済は復活できる!!
～アベノミクスと経済再生の行方～

　総会の最後に、岡田晃本学客員教授により、「日本経済は復活で
きる!!～アベノミクスと経済再生の行方～」をテーマとした記念講
演会が開催された。同氏は、日本経済新聞社編集委員、テレビ東
京解説委員長を経て、現在は経済評論家として活躍中。日本経済
について分かりやすく解説し、講演の最後は「日本の底力に自信
を持とう」と結ばれた。（以下、要旨）

●「何を失ったかより、
  何を持っているか」

　冒頭の80年前の話の通り、日本経済は幾
度も困難を乗り越えてきました。バブル崩
壊後の日本企業は、危機を乗り切ることで、
むしろ強くなったと言えます。日本の底力
は失われてはいなかったのです。技術力と
クォリティの高さや安全性、きめの細かさ
などが再認識され、海外の日本製品などへ
の評価は高まっています。企業の構造改革
もまた、海外で評価されています。日本の
底力に自信を持ち、経済の大転換に合わせ
て、思考回路を転換しましょう。
　最後にパラリンピックの代表選手・佐藤
真海さんの言葉をお伝えします。「重要なこ
とは、何を失ったかではなく、何を持って
いるかだ」。彼女は骨肉腫で右足を切断しま
したが、その後、陸上選手となり、パラリ
ンピックに3度も出場。日本経済も、バブ
ル崩壊で多くのものを失いましたが、それ
ぞれが自分のビジネス、企業の強みを伸ば
して頑張っていきたいですね。
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準
決
勝
に
出
場
し
た
の
は
、

１０
月
２４
日（
土
）の
予
選
を
勝

ち
抜
い
た
２０
チ
ー
ム
。
５
会

場
に
分
か
れ
て
熱
戦
を
繰
り

広
げ
た
。
藤
中
裕
二
ゼ
ミ

「EAST MOUSE

」
の
テ
ー

マ
は
「
ず
る
」。
ず
る
は
人
の

弱
さ
に
あ
る
と
定
義
し
、
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
り
、
ず

る
を
防
ぐ
方
策
を
考
え
た
。

　

塚
谷
文
武
ゼ
ミ
「GOOD 

LUCK!!

」
の
テ
ー
マ
は
「
こ

れ
か
ら
の
地
方
鉄
道
〜
廃
線

危
機
か
ら
復
活
し
た
和
歌
山

電
鉄
貴
志
川
線
」。
地
方
鉄
道

の
厳
し
い
現
状
を
紹
介
し
た

う
え
で
、
貴
志
川
線
が
存
続

に
成
功
し
た
理
由
や
今
後
必

　

本
学
の
ゼ
ミ
対
抗
研
究
発
表
大
会
、
第
６
回
Ｚ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
│
１
グ
ラ
ン

プ
リ
「
準
決
勝
・
決
勝
」
が
１０
月
３１
日（
土
）、
午
前
１０
時
か
ら
Ｅ
館
２

〜
４
階
教
室
で
行
わ
れ
た
。
今
回
の
テ
ー
マ
は
「Action

〜
開
拓
す
る

と
こ
ろ
に
道
は
あ
る
〜
」。
開
会
式
で
は
、
実
行
委
員
会
委
員
長
の
木
村

大
輔
さ
ん
が
開
会
宣
言
。
続
い
て
、
德
永
光
俊
学
長
が
「
Ｚ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
│

１
は
、『
ゼ
ミ
の
大
経
大
』
の
最
大
イ
ベ
ン
ト
。
６
回
目
を
迎
え
て
、
発

表
内
容
・
運
営
と
も
に
工
夫
を
重
ね
て
き
て
い
る
。
こ
の
大
会
が
多
く

の
人
の
支
援
で
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
、
優
勝
を
め
ざ
し
て

頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
挨
拶
。
昨
年
度
の
優
勝
チ
ー
ム
「
中
村
健
二

ゼ
ミ
」
の
代
表
か
ら
優
勝
ト
ロ
フ
ィ
ー
が
返
還
さ
れ
、
午
前
１０
時
30
分

か
ら
準
決
勝
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　

休
憩
を
は
さ
ん
だ
午
後
２

時
１５
分
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

決
勝
に
は
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
１

位
と
な
っ
た
５
チ
ー
ム
が
出

場
。
中
村
健
二
ゼ
ミ
「
チ
ー

ム
Ｋ
Ｅ
Ｎ
Ｊ
Ｉ
」
の
テ
ー
マ

は
「
学
生
に
よ
る
企
業
評
価

サ
ー
ビ
ス
『
Ｃ
Ａ
Ｓ
』
〜

Company Assessment 
Student

〜
」。
企
業
を
公
正

　

５
チ
ー
ム
の
熱
の
こ
も
っ

た
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が

終
了
後
、
審
査
員
に
よ
る
採

点
を
実
行
委
員
が
集
計
。
午

後
５
時
３０
分
か
ら
、
決
勝
結

果
の
発
表
と
表
彰
式
・
閉
会

式
が
行
わ
れ
た
。

要
な
施
策
な
ど
を
調
査
・
報

告
し
た
。

　

高
松
亨
ゼ
ミ
「
た
か
ま
２
」

の
テ
ー
マ
は
「
結
婚
指
輪
か

ら
見
え
た
社
会
〜
指
輪
の
裏

側
に
隠
さ
れ
た
真
実
と
は

〜
」。
結
婚
指
輪
の
価
格
に
着

目
し
て
店
舗
調
査
を
実
施
し
、

購
入
価
格
の
変
化
な
ど
か
ら

見
え
る
晩
婚
化
な
ど
の
社
会

現
象
を
導
き
出
し
た
。

　

善
如
悠
介
ゼ
ミ
「
Ｚ
会
」

の
テ
ー
マ
は
「
教
科
書
の

力
」。
教
科
書
の
購
入
率
と
単

位
取
得
率
を
比
較
し
、
教
科

書
に
加
え
て
努
力
の
必
要
性

な
ど
を
浮
き
彫
り
に
し
た
。

に
評
価
す
る
取
り
組
み
の
必

要
性
を
唱
え
、
学
生
に
よ
る

評
価
サ
ー
ビ
ス
の
ビ
ジ
ネ
ス

モ
デ
ル
を
提
案
。
今
後
の
活

動
内
容
に
も
言
及
し
た
。

　

服
部
圭
介
ゼ
ミ
「
し
ゃ
ち

ほ
こ
」
の
テ
ー
マ
は
「
ア
ン

カ
リ
ン
グ
効
果
が
意
思
決
定

に
及
ぼ
す
影
響
〜
Ｒ
Ｃ
Ｔ
を

用
い
た
検
証
実
験
よ
り
〜
」。

Ｒ
Ｃ
Ｔ
を
用
い
た
５
０
０
名

規
模
の
実
験
を
行
い
、
購
買

意
欲
・
結
婚
・
た
ば
こ
税
な

ど
の
具
体
例
に
対
す
る
ア
ン

カ
リ
ン
グ
効
果
を
検
証
し
た
。

　

服
部
圭
介
ゼ
ミ
「
チ
ー
ム

ハ
ッ
ト
リ
君
３
回
生
」
の
テ

ー
マ
は
「『
一
人
』
と
『
お
お

ぜ
い
』
あ
な
た
は
ど
ち
ら
を

救
い
ま
す
か
。
〜
援
助
心
理

の
非
合
理
性
〜
」。
人
は
大
勢

の
苦
し
み
よ
り
一
人
の
苦
し

み
に
心
を
動
か
さ
れ
る
よ
う

に
で
き
て
い
る
と
い
う
学
説

を
検
証
。
具
体
的
な
状
況
を

思
い
浮
か
べ
ら
れ
る
こ
と
の

重
要
性
を
強
調
し
た
。

　

服
部
圭
介
ゼ
ミ
「
服
部
ク

ワ
ト
ロ
フ
ォ
ル
マ
ッ
ジ
」
の
テ

ー
マ
は
「Thinking vs 

Writing

〜
書
く
こ
と
に
よ
る

選
好
や
意
思
決
定
の
変
化

〜
」。
書
く
と
い
う
ア
ク
シ
ョ

ン
が
人
に
及
ぼ
す
影
響
に
着

目
し
、「
思
う
こ
と
」
と
「
書

く
こ
と
」
の
効
果
を
実
験
調

査
し
、
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
た

プ
レ
ゼ
ン
を
実
施
し
た
。

　

尾
身
祐
介
ゼ
ミ
「Mr.

尾

身children

」
の
テ
ー
マ
は

「
同
族
企
業
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
〜
同
族
∨
非
同
族
の
証
明

と
地
域
差
異
の
発
見
〜
」。
同

族
企
業
の
経
済
的
効
果
を
Ｒ

Ｏ
Ａ
で
分
析
。
企
業
と
し
て

起
こ
す
べ
き
ア
ク
シ
ョ
ン
な

ど
を
提
案
し
た
。

　

ま
ず
審
査
員
代
表
が
「
時

流
に
合
っ
た
テ
ー
マ
が
選
択

さ
れ
て
お
り
、
学
生
の
興
味

や
社
会
の
流
れ
が
反
映
さ
れ

て
い
る
。
年
々
、
内
容
も
高

度
化
し
て
お
り
、
ゼ
ミ
活
動

に
よ
り
企
業
に
役
立
つ
社
会

人
が
養
成
さ
れ
て
い
る
と
感

じ
る
」
と
講
評
。
続
い
て
審

査
結
果
が
発
表
さ
れ
た
。

　

第
６
回
Ｚ
Ｅ
Ｍ
Ｉ
│
１
グ

ラ
ン
プ
リ
の
１
位
は
、
中
村

健
二
ゼ
ミ
「
チ
ー
ム
Ｋ
Ｅ
Ｎ

Ｊ
Ｉ
」
で
、
昨
年
に
続
く
連

覇
。
２
位
は
服
部
圭
介
ゼ
ミ

「
し
ゃ
ち
ほ
こ
」、
３
位
は
服

部
圭
介
ゼ
ミ
「
チ
ー
ム
ハ
ッ

ト
リ
君
３
回
生
」
が
受
賞
。

德
永
学
長
か
ら
表
彰
状
や
ト

ロ
フ
ィ
ー
な
ど
が
チ
ー
ム
の

代
表
に
手
渡
さ
れ
た
。

　

決
勝
に
出
場
し
た
上
位
５

チ
ー
ム
は
、
本
学
で
１１
月
２９

日（
土
）に
開
催
の
「
西
日
本

イ
ン
カ
レ
／
日
経
Ｂ
Ｐ
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
主
催
」
へ
の
出

場
が
決
定
。
德
永
学
長
は

「
大
経
大
の
力
を
他
大
学
に
示

す
良
い
機
会
と
な
る
。
さ
ら

に
内
容
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ

プ
し
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」

と
激
励
し
た
。

第1位　チームKENJI
情報社会学部 中村健二ゼミ

第2位　しゃちほこ
経済学部 服部圭介ゼミ

第3位　チームハットリ君3回生
経済学部 服部圭介ゼミ

時
代
に
沿
っ
た
テ
ー
マ
で

５
チ
ー
ム
が
熱
く
臨
ん
だ
決
勝

プ
レ
ゼ
ン
内
容
と
と
も
に

社
会
人
と
し
て
も
高
レ
ベ
ル
に

20
チ
ー
ム
が
独
自
の
テ
ー
マ
で

プ
レ
ゼ
ン
し
た
準
決
勝

EAST MOUSE〈藤中裕二ゼミ〉

たかま2〈高松亨ゼミ〉

GOOD LUCK!!〈塚谷文武ゼミ〉

Z会〈善如悠介ゼミ〉

チームKENJI

しゃちほこ

チームハットリ君３回生

服部クワトロフォルマッジ

Mr.尾身children

学生による企業評価サービスを提案

激
戦
制
し

連
覇

チ
ー
ム
K
E
N
J
I
が

中
村
健
二
ゼ
ミ

草薙ゼミ

43期生会

大学院同窓会

大学祭

写真部

本村ゼミ 写真パネル展
中村ゼミ

52期生会小川ゼミ

将棋部

漫画研究会

ホーム
カミングデー 開催
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全国  晴れ舞台

数
を
か
け
ず
に
デ
ィ
フ
ェ
ン

ス
ラ
イ
ン
の
裏
の
ス
ペ
ー
ス

を
つ
き
な
が
ら
迫
っ
て
く
る

の
を
、
終
始
高
い
集
中
力
を

発
揮
し
た
Ｃ
Ｂ
の
川
口
と
西

本
を
中
心
に
跳
ね
返
す
、
と

い
う
状
況
が
続
い
た
。
相
手

の
速
い
プ
レ
ス
に
得
意
の
短

い
パ
ス
交
換
が
封
じ
ら
れ
て

い
た
攻
撃
は
、
３５
分
過
ぎ
に

チ
ャ
ン
ス
を
迎
え
る
。
相
手

陣
内
中
央
で
ボ
ー
ル
を

受
け
た
Ｍ
Ｆ
石
川
が
、

見
事
な
ス
ル
ー
パ
ス
を

Ｍ
Ｆ
宮
原
へ
。
Ｇ
Ｋ
と

一
対
一
の
決
定
機
も
、

シ
ュ
ー
ト
は
セ
ー
ブ
さ

れ
得
点
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。

こ
の
ワ
ン
プ
レ
ー
を
き
っ
か

け
に
、
パ
ス
を
つ
な
げ
る
よ

う
に
な
っ
た
大
経
大
だ
っ
た

が
、
結
局
前
半
は
両
チ
ー
ム

無
得
点
で
折
り
返
し
た
。

　

後
半
は
、
山
部
芳
弘
監
督

が
「
相
手
も
ペ
ー
ス
ダ
ウ
ン

す
る
」
と
踏
ん
だ
よ
う
に
、

大
経
大
が
ス
ペ
ー
ス
を
巧
み

　

前
半
は
相
手

の
球
際
の
強
さ

と
プ
レ
ス
の
速

さ
に
戸
惑
い
ま

し
た
が
、
後
半

は
う
ち
ら
し
い
パ
ス
を
つ
な
い
で
攻
め
る
サ

ッ
カ
ー
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
あ

の
失
点
は
防
ぎ
た
か
っ
た
。
攻
め
て
い
る
際

の
カ
ウ
ン
タ
ー
へ
の
配
慮
を
含
め
て
、
経
験

不
足
を
痛
感
し
ま
し
た
。
た
だ
、
２･

３
年
生

が
多
い
チ
ー
ム
が
、
全
国
の
舞
台
で
こ
こ
ま

で
戦
え
た
こ
と
に
は
手
ご
た
え
を
感
じ
て
い

ま
す
。
今
後
の
リ
ー
グ
戦（
現
在
２
部
）で
は
、

リ
ス
ク
管
理
に
も
気
を
配
り
な
が
ら
、
フ
ィ

ジ
カ
ル
、
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
す
べ
て
に
お
い

て
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
、
戦
っ
て
い
き
ま
す
。

●
秋
田
慎
一
朗
前
主
将（
３
年
生
）

　

２
年
ぶ
り
の
全
日
本
選
手
権
大
会
で
し
た
が
、
結
果
は
初

戦
敗
退
で
し
た
。
全
国
ベ
ス
ト
８
を
目
標
に
取
り
組
ん
で
来

ま
し
た
が
、
全
国
の
強
豪
校
を
相
手
に
勝
利
す
る
こ
と
の
難

し
さ
を
知
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
高
い
レ
ベ
ル
を
知
る
こ
と

が
で
き
、
今
の
チ
ー
ム
に
足
り
な
い
も
の
が
明
確
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
３
年
生
は
今
年
の
秋
季
リ
ー
グ
で
引

退
と
な
り
ま
す
。
後
輩
た
ち
に
は
来
年
も
必
ず
全
国
の
舞
台

に
帰
っ
て
き
て
、
勝
利
し
、
全
国
で
も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
と
呼

ば
れ
る
よ
う
な
強
い
チ
ー
ム
を
目
指
し
て
欲
し
い
で
す
。
最

後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
大
会
も
た
く
さ
ん
の
方
々
が
応
援

し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

自
分
が
も
う

少
し
Ｃ
Ｆ
と
し

て
機
能
で
き
て

い
れ
ば
、
状
況

は
変
わ
っ
た
の

で
は
な
い
か
と
悔
し
く
思
い
ま
す
。
後
半
は

サ
イ
ド
を
切
り
崩
す
場
面
も
増
え
、
決
定
的

な
チ
ャ
ン
ス
も
あ
っ
た
ん
で
す
が
、
最
後
の

パ
ス
や
シ
ュ
ー
ト
の
精
度
が
低
く
得
点
に
つ

な
げ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
た
だ
、
僕
た
ち

の
サ
ッ
カ
ー
が
全
国
で
通
用
し
な
い
と
は
感

じ
ま
せ
ん
で
し
た
。
後
輩
た
ち
に
は
来
年
こ

こ
に
帰
っ
て
き
て
、
リ
ベ
ン
ジ
し
て
欲
し
い

で
す
。

手ごたえをつかんだ全国の経験を活かしリーグ戦へ手ごたえをつかんだ全国の経験を活かしリーグ戦へ

　

大
学
サ
ッ
カ
ー
の
最
高
峰
「
２
０
１
５
年
度 

第
３９
回 

総
理
大
臣
杯 

全
日
本
大
学
サ
ッ
カ
ー
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
」。

今
年
５
月
に
３４
年
ぶ
り
３
回
目
の
出
場
を
決
め
た
サ
ッ

カ
ー
部
の
初
戦
が
、
８
月
７
日（
金
）に
ヤ
ン
マ
ー
ス
タ

ジ
ア
ム
長
居
で
行
わ
れ
た
。
１
点
を
争
う
好
ゲ
ー
ム
の

決
着
は
、
終
盤
に
ま
で
も
つ
れ
こ
ん
だ
。

　

夕
方
６
時
過
ぎ
、
昼
の
暑

さ
が
し
っ
か
り
と
横
た
わ
っ

た
ピ
ッ
チ
で
始
ま
っ
た
試
合

の
序
盤
は
、
相
手
の
北
陸
大

に
押
し
込
ま
れ
る
展
開
。
手

　

プ
レ
イ
ボ
ー
ル
直
後
、
警

戒
し
て
い
た
先
頭
打
者
に
初

球
を
ホ
ー
ム
ラ
ン
さ
れ
、
い

き
な
り
先
制
パ
ン
チ
を
浴
び

る
。
動
揺
が
隠
し
切
れ
な
い

ま
ま
、
続
く
２
番
か
ら
長
短

３
連
打
を
浴
び
、
あ
っ
と
い

う
間
に
２
点
を
失
う
。
平
常

心
を
失
い
か
け
る
と
こ
ろ
、

主
将
の
秋
田
を
は
じ
め
、
仲

間
た
ち
が
丸
山
を
声
で
励
ま

し
鼓
舞
す
る
と
落
ち
着
き
を

取
り
戻
し
、
そ
の
後
の
絶
体

絶
命
の
ピ
ン
チ
を
切
り
抜
け
、

２
失
点
で
凌
い
だ
。

前
半
劣
勢
も
後
半
立
て
直
し

終
了
間
際
に
ド
ラ
マ
が

見
せ
る
も
終
盤
に
力
尽
き
る

全
国
の
強
豪
相
手
に
粘
り
を

に
つ
き
な
が
ら
試
合
を
優
位

に
進
め
る
。
と
こ
ろ
が
、
束

の
間
の
４
分
に
ア
ク
シ
デ
ン

ト
。
前
半
終
盤
の
相
手
と
の

接
触
が
影
響
し
て
、
主
将
の

Ｆ
Ｗ
坪
井
が
交
代
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
支
柱

を
失
っ
た
大
経
大
だ
っ
た
が
、

辛
抱
強
く
相
手
の
攻
め
を
凌

ぎ
な
が
ら
、
石
川
の
パ
ス
を

起
点
に
両
サ
イ
ド
か
ら
次
々

と
チ
ャ
ン
ス
を
作
っ
て
い
く
。

し
か
し
、
山
部
監
督
が
「
キ

ラ
ー
パ
ス
に
ア
イ
デ
ア
が
足

り
な
か
っ
た
」
と
悔
や
ん
だ

よ
う
に
、
最
終
局
面
で
プ
レ

ー
の
精
度
を
欠
き
、
な
か
な

か
ゴ
ー
ル
に
は
至
ら
な
い
。

３５
分
に
は
絶
妙
の
タ
イ
ミ
ン

グ
で
飛
び
出
し
た
Ｆ
Ｗ
井
口

が
、
Ｇ
Ｋ
を
か
わ
し
て
シ
ュ

２
度
目
の
全
国
の
幕
が
開
け
る

ー
ト
を
放
つ
が
、
惜

し
く
も
サ
イ
ド
ネ
ッ

ト
。
ジ
リ
ジ
リ
し
た

攻
防
が
続
く
中
、
Ｐ
Ｋ
戦
突

入
も
よ
ぎ
っ
た
ア
デ
ィ
シ
ョ
ナ

ル
タ
イ
ム
に
試
合
は
決
す
る
。

北
陸
大
の
カ
ウ
ン
タ
ー
ア
タ

ッ
ク
。
Ｇ
Ｋ
か
ら
の
ロ
ン
グ

パ
ス
を
ヘ
デ
ィ
ン
グ
で
つ
な

が
れ
、
走
り
こ
ん
だ
Ｆ
Ｗ
が

シ
ュ
ー
ト
、
ゴ
ー
ル
右
に
流

し
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た
。
最

後
ま
で
あ
き
ら
め
ず
に
ボ
ー

ル
を
追
っ
た
大
経
大
だ
っ
た

が
、
ほ
ど
な
く
試
合
終
了
。

臆
す
る
こ
と
な
く
戦
っ
た
選

手
た
ち
だ
っ
た
が
、
３４
年
ぶ

り
の
一
戦
は
０
対
１
の
惜
敗

で
幕
を
閉
じ
た
。

●
丸
山
敬
太
前
主
務（
３
年
生
）

　

１０
月
の
秋
季
リ
ー
グ
戦
で
、
私
た
ち
３
年
生
は
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
部
を
引
退
し
ま
し
た
。
振
り
返
る
と
、
と
て
も
充
実
し

た
部
活
動
生
活
で
様
々
な
こ
と
を
吸
収
で
き
た
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
特
に
、
全
国
大
会
に
出
場
で
き
た
こ
と
は

私
た
ち
の
大
き
な
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。
比
較
的
少
人
数

の
な
か
で
活
動
し
て
い
た
た
め
、
役
割
や
分
担
に
つ
い
て
も

助
け
あ
い
を
大
切
に
し
て
き
ま
し
た
。
チ
ー
ム
内
で
コ
ン
タ

ク
ト
が
十
分
に
取
れ
て
い
た
こ
と
が
全
国
大
会
出
場
と
い
う

良
い
結
果
に
つ
な
が
っ
た
最
大
の
要
因
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
後
輩
た
ち
に
は
私
た
ち
が
成
し
得
な
か
っ
た
全
国
で

の
勝
利
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
、
私
た
ち
の
よ
う
に
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
と
し
て
活
動
で

き
て
良
か
っ
た
と
言
え
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
で
す
。

　

エ
ー
ス
丸
山
を
援
護
し
た

い
経
大
打
線
は
、
１
番
秋
田

の
ヒ
ッ
ト
と
３
番
藤
浦
の
バ

ン
ト
ヒ
ッ
ト
で
一
死
一
、
二

塁
の
チ
ャ
ン
ス
を
迎
え
る
。

こ
こ
で
打
線
の
核
で
あ
る
４

番
山
本
が
ラ
イ
ト
オ
ー
バ
ー

の
タ
イ
ム
リ
ー
ス
リ
ー
ベ
ー

ス
を
放
ち
、
２
―
２
の
同
点

に
追
い
つ
く
。
続
く
５
番
横

尾
の
内
野
ゴ
ロ
が
フ
ィ
ル
ダ

ー
ス
チ
ョ
イ
ス
を
誘
い
、
す

ぐ
さ
ま
３
―
２
と
逆
転
に
成

功
す
る
。
２
回
は
い
つ
も
の

丸
山
に
戻
り
、
相
手
強
力
打

線
を
完
璧
に
抑
え
る
も
、
２

巡
目
を
迎
え
た
上
位
打
線
が

再
び
丸
山
に
襲
い
か
か
る
。

長
短
４
連
打
な
ど
で
４
点
を

失
い
ビ
ッ
グ
イ
ニ
ン
グ
を
作

ら
れ
て
し
ま
う
。
し
か
し
、

経
大
打
線
は
諦
め
る
こ
と
な

く
、
再
び
反
撃
に
転
じ
る
。

３
番
藤
浦
の
内
野
安
打
に
４

つ
の
四
球
が
絡
み
、
二
者
連

続
の
押
し
出
し
で
５
―
６
と

１
点
差
に
迫
る
。
な
お
も
続

く
一
死
二
、
三
塁
の
チ
ャ
ン

ス
で
、
エ
ー
ス
丸
山
が
打
席

へ
。
打
ち
込
ま
れ
た
悔
し
さ

を
晴
ら
す
べ
く
、
執
念
で
ラ

イ
ト
へ
の
犠
牲
フ
ラ
イ
を
放

ち
、
同
点
に
追
い
つ
く
驚
異

の
粘
り
を
見
せ
た
。

　

夏
の
陽
射
し
が
残
る
中
、

徐
々
に
投
球
数
が
多
く
な
り
、

1回戦
試合結果
8/7（金）

大阪経済大学 0

0

前半
後半

0

1

北陸大学

0 1

2015年度 第39回
総理大臣杯 全日本大学サッカートーナメント

1 2 3 4 5 計
沖縄国際大学 2 0 4 5 3 14
大阪経済大学 3 0 3 0 0 6

　

２
年
ぶ
り
に
全
日
本
大
学
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
へ

の
出
場
を
果
た
し
た
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
。
全
日
本
選
抜
投
手

を
擁
す
る
沖
縄
国
際
大
学
と
の
１
回
戦
が
８
月
２９
日（
土
）に

三
重
県
志
摩
市
の
浜
島
ふ
る
さ
と
公
園
で
行
わ
れ
た
。
後
攻

め
の
本
学
は
、
絶
対
的
エ
ー
ス
の
丸
山
が
マ
ウ
ン
ド
に
上
が

る
。
沖
縄
国
際
大
学
は
打
線
も
強
力
で
、
エ
ー
ス
丸
山
と
言

え
ど
、
あ
る
程
度
の
失
点
は
覚
悟
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
味

方
打
線
が
ど
れ
だ
け
援
護
で
き
る
か
が
鍵
と
な
る
一
戦
と
な

っ
た
。

相
手
打
線
の
圧
力
に
耐
え
て

き
た
丸
山
の
疲
労
は
ピ
ー
ク

に
達
す
る
。
４
回
、
死
球
と

味
方
エ
ラ
ー
、
犠
牲
フ
ラ
イ

と
長
短
３
連
打
を
浴
び
５
失

点
、
続
く
５
回
、
丸
山
を
リ

リ
ー
フ
し
た
１
年
生
の
丹
羽

も
３
点
を
失
い
、
最
後
に
力

尽
き
た
。
三
度
反
撃
を
試
み

る
経
大
打
線
で
あ
っ
た
が
、

４
回
、
５
回
と
三
者
凡
退
と

な
り
、
大
会
規
定
に
よ
り
６

―
１４
の
５
回
コ
ー
ル
ド
負
け

で
２
度
目
の
全
国
大
会
の
幕

が
閉
じ
た
。
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

部
は
指
導
者
が
い
な
い
中
、

自
分
た
ち
で
工
夫
を
し
て

日
々
練
習
を
行
い
、
全
国
の

舞
台
ま
で
登
り
つ
め
た
。
試

合
中
の
作
戦
や
サ
イ
ン
な
ど

も
主
将
の
秋
田
が
担
い
、
部

員
全
員
で
戦
い
抜
い
た
。
学

生
だ
け
で
２
度
も
全
国
大
会

に
出
場
す
る
こ
と
は
本
当
に

立
派
な
こ
と
で
あ
る
。
更
に

こ
の
経
験
を
糧
に
し
て
、
念

願
の
全
国
大
会
１
勝
を
挙
げ

て
も
ら
い
た
い
。

を駆ける

努力の末、部員全員で勝ち取った2年ぶりの

躍
動

の

！

サッカー部サッカー部サッカー部サッカー部サッカー部

惜敗を糧に、
新たなステージへ

34
年

ぶ
り
総
理
大
臣
杯
で

山
部
芳
弘
監
督

坪
井
啓
悟
主
将（
４
年
生
）

ソフトソフト
ボール部ボール部
ソフトソフト
ボール部ボール部
ソフト
ボール部

監督＆選手VOICE

経スポ経スポ経スポ経スポ経スポ
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１０
月
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

は
「
全
日
本
学
生
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
選
手
権
大
会
」
に
出
場
。

２
年
ぶ
り
の
全
国
大
会
に
挑

ん
だ
。
男
子
団
体
の
部
１
回

戦
の
相
手
は
、
関
東
の
強
豪
、

青
山
学
院
大
学
。「
実
力
差
は

ほ
と
ん
ど
な
い
、
勝
機
は
あ

る
」
と
、
田
島
裕
司
監
督
以

下
全
員
が
、
必
勝
を
期
し
て

臨
ん
だ
。

　

２
回
の
ダ
ブ
ル
ス
と
３
回

の
シ
ン
グ
ル
ス
で
争
わ
れ
る

団
体
戦
。
先
に
３
勝
し
た
側

　

柔
道
部
が
８
年
ぶ
り
に
出

場
し
た
全
日
本
学
生
柔
道
体

重
別
団
体
優
勝
大
会
が
、
１０

月
２４
日（
土
）、
午
前
１０
時
か

ら
ベ
イ
コ
ム
総
合
体
育
館（
尼

崎
市
記
念
公
園
）で
行
わ
れ

た
。
開
会
式
で
は
昨
年
度
の

優
勝
校
か
ら
優
勝
旗
が
返
還

さ
れ
、
続
い
て
大
会
会
長
や

主
催
者
・
後
援
者
の
代
表
が

挨
拶
し
、
選
手
宣
誓
が
行
わ

れ
た
。

　

試
合
開
始
は
午
前
１０
時
３０

分
。
柔
道
部
は
、
一
回
戦
で

関
東
の
埼
玉
大
学
と
対
戦
。

先
鋒（
６０
㎏
級
）の
中
川
が
速

攻
の
一
本
勝
ち
で
勝
利
し
、

続
く
次
鋒（
８１
㎏
級
）の
藤
田

も
堂
々
の
一
本
勝
ち
で
チ
ー

ム
を
勢
い
づ
け
た
。
そ
し
て

五
将（
１
０
０
㎏
級
）の
澤
井

も
優
勢
勝
ち
で
連
続
勝
利
。

　

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
は
、
北

海
道
函
館
で
開
催
さ
れ
た

「
全
日
本
学
生
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

選
手
権
大
会
」
に
３０
年
連
続

５０
回
目
の
出
場
を
果
た
し
た
。

　

１１
月
７
日（
土
）の
一
回

戦
、
相
手
は
イ
ン
カ
レ
優
勝

を
何
度
も
経
験
し
て
い
る
関

東
の
強
豪
、
日
本
体
育
大
学
。

日
本
体
育
大
学
と
は
２
年
前

に
も
同
大
会
で
対
戦
し
、
惜

敗
で
は
あ
っ
た
が
、
苦
杯
を

な
め
さ
せ
ら
れ
た
因
縁
の
相

手
で
あ
る
。
日
本
体
育
大
学

に
勝
利
す
る
こ
と
が
で
き
れ

ば
、
優
勝
も
現
実
味
を
帯
び

て
く
る
た
め
、
チ
ー
ム
全
体

の
気
合
い
は
凄
ま
じ
い
も
の

だ
っ
た
。
ま
た
、
福
井
孝
明

監
督
は
今
大
会
が
監
督
と
し

て
挑
む
最
後
の
大
会
の
た
め
、

●
明
石
光
史
コ
ー
チ

　

こ
の
度
は
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
の
全
日
本
学
生
選
手
権
大
会
出

場
に
あ
た
り
多
方
面
の
方
々
か
ら
多
大
な
ご
支
援
を
頂
き
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
試
合
結
果
は
残
念
な
が
ら
初
戦
敗
退

と
な
り
ま
し
た
が
、
選
手
達
は
本
大
会
を
優
勝
し
た
日
本
体
育
大

学
相
手
に
果
敢
に
戦
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
４
年
生
は
４
年
間
の
集

大
成
と
し
て
悔
い
の
な
い
試
合
に
、
ま
た
、
３
年
生
以
下
は
来
シ

ー
ズ
ン
に
向
け
て
新
た
な
目
標
や
課
題
が
出
来
た
試
合
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。
既
に
新
チ
ー
ム
は
、
来
シ
ー
ズ
ン
で
の
目
標
や
課

題
を
達
成
す
る
た
め
に
動
き
始
め
て
い
ま
す
。
チ
ー
ム
と
し
て
の

変
化
と
継
続
を
図
り
な
が
ら
結
果
出
せ
る
よ
う
精
進
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
支
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

●
福
井
孝
明
部
長
兼
監
督

　

１１
月
７
日
か
ら
北
海
道
函
館
市
で
行
わ
れ
ま
し
た
高
松
宮
杯

記
念
杯
第
５８
回
全
日
本
学
生
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
に
お

い
て
、
優
勝
し
た
日
本
体
育
大
学
と
初
戦
で
対
戦
し
、
部
員
達

の
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
な
い
頑
張
り
で
好
ゲ
ー
ム（
今
年
度
の

中
で
の
ベ
ス
ト
ゲ
ー
ム
）を
し
た
の
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
敗

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
函
館
ま
で
来
て
温
か
い
応
援
を
し
て
い

た
だ
い
た
大
学
関
係
者（
学
生
部
長
）を
は
じ
め
、
Ｏ
Ｂ
諸
兄
、

多
く
の
ご
父
母
に
感
謝
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
３０
年
連
続
５０
回
と
い
う
連
続
出
場
回

数
を
伸
ば
す
と
と
も
に
、
優
勝
を
目
指
し
部
員
達
は
頑
張
り
ま

す
の
で
大
学
、
Ｏ
Ｂ
諸
兄
、
ご
父
母
の
益
々
の
ご
指
導
、
ご
支

援
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
田
村
優
弥
主
将（
４
年
生
）

　

今
年
の
全
日
本
学
生
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
選
手
権
大
会
は
、
一
回
戦

で
負
け
て
し
ま
い
、
不
甲
斐
無
い
結
果
で
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
主
将
と
し
て
、
こ
の
チ
ー
ム
を
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き

て
と
て
も
楽
し
か
っ
た
で
す
。
ま
た
、
最
後
の
試
合
で

今
ま
で
の
中
で
一
番
ま
と
ま
っ
た
チ
ー
ム
に
な
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
私
達
４
年
生
が
成
し
遂
げ
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
「
全
国
ベ
ス
ト
４
以
上
」
と
い
う
目
標

を
来
年
の
後
輩
達
に
成
し
遂
げ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
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前半
後半
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日本体育大学
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高松宮記念杯
第58回全日本学生ハンドボール選手権大会

男子団体1回戦試合結果
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大学

1
2
2
0
0

第1シングルス
第2シングルス
第 1ダブルス
第 2ダブルス
第3シングルス
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青山学院
大学
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男子個人1回戦結果
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吉田剛
（大阪経済大学）
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6
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第1ゲーム
第2ゲーム
第3ゲーム
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21
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平津佳幸
（日本大学）
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第66回 全日本学生
バドミントン選手権大会

の
勝
ち
と
な
る
。
第
１
シ
ン

グ
ル
ス
で
は
後
手
を
踏
ん
だ

も
の
の
、
続
く
第
２
シ
ン
グ

ル
ス
で
は
、
１
年
生
な
が
ら

春
季
リ
ー
グ
Ｍ
Ｖ
Ｐ
を
獲
得

し
た
千
葉
が
、
見
事
な
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
で
勝
利
。
さ
ら

に
、
矢
田
主
将
と
小
川
が
組

ん
だ
第
１
ダ
ブ
ル
ス
も
、
終

始
相
手
を
圧
倒
し
完
勝
す
る

な
ど
、
一
時
は
逆
転
に
成
功

す
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
の

２
戦
で
力
を
発
揮
で
き
ず
に

連
敗
。
最
終
マ
ッ
チ
カ
ウ
ン

ト
２
―
３
で
、
無
念
の
敗
退

と
な
っ
た
。

　
「
誰
も
が
勝
ち
た
い
と
い
う

執
念
を
見
せ
て
く
れ
た
が
、

集
中
力
に
欠
け
る
場
面
が
あ

っ
た
」
と
、
監
督
が
悔
し
が

っ
た
よ
う
に
、
技
術
面
・
体

力
面
で
は
ひ
け
を
と
ら
な
か

っ
た
も
の
の
、
要
所
で
の
ミ

ス
が
勝
敗
を
分
け
た
。
矢
田

主
将
も
「
緊
張
状
態
を
払
拭

で
き
ず
に
試
合
を
し
て
い
た

選
手
が
い
た
」
と
振
り
返
り
、

全
国
大
会
の
難
し
さ
、
厳
し

さ
を
痛
感
し
て
い
た
。

　

３
日
後
に
行
わ
れ
た
男
子

個
人
の
部
で
は
、
吉
田
が
出

場
。
第
１
ゲ
ー
ム
を
取
り
、

勢
い
に
乗
る
か
と
思
わ
れ
た

が
、
２
ゲ
ー
ム
を
連
取
さ
れ
、

悲
願
の
勝
利
と
は
な
ら
な
か

っ
た
。

　

試
合
後
、
田
島
監
督
は

一
回
戦
突
破
へ
の
期
待
が
高

ま
っ
た
。

　

し
か
し
五
将
以
下
の
３
選

手
が
、
い
ず
れ
も
１
階
級
上

で
の
挑
戦
と
な
り
、
中
堅（
１

０
０
㎏
級
）の
金
田
、
三
将

（
７３
㎏
級
）の
椹
木
、
副
将

（
６６
㎏
級
）の
田
中
が
体
力
差

を
見
せ
つ
け
ら
れ
る
展
開
で

判
定
負
け
。
３
連
勝
の
あ
と

の
３
連
敗
か
ら
、
最
後
の
勝

負
を
か
け
た
大
将
戦（
９０
㎏

級
）へ
と
も
つ
れ
こ
ん
だ
。
本

学
の
応
援
席
か
ら
懸
命
の
声

援
が
飛
び
交
う
な
か
、
チ
ー

ム
の
命
運
を
背
負
っ
て
熊
本

が
登
場
。
一
階
級
上
と
の
体

力
差
に
苦
し
み
な
が
ら
も
一

進
一
退
の
攻
防
が
続
い
た
が
、

試
合
時
間
の
５
分
が
経
過
し
、

残
念
な
が
ら
判
定
負
け
。
３

対
４
の
僅
差
で
競
り
負
け
る

結
果
と
な
り
、
柔
道
部
の
初

戦
敗
退
が
決
ま
っ
た
。

　

安
田
太
監
督
は
、「
楽
勝
は

な
い
と
覚
悟
し
て
い
た
。
し

●
椹
木
恭
仁
主
将
（
３
年
生
）

　
「
８
年
ぶ
り
に
全
日
本
学
生
柔
道
体
重

別
団
体
優
勝
大
会
に
出
場
で
き
た
こ
と

が
、
僕
ら
に
と
っ
て
一
歩
前
進
。
ま
ず

は
初
戦
突
破
が
目
標
で
、
前
半
の
３
選

手
は
ポ
イ
ン
ト
ゲ
ッ
タ
ー
な
の
で
信
頼

し
て
い
た
。
ま
た
後
半
の
４
試
合
で
一

つ
で
も
引
き
分
け
れ
ば
勝
ち
だ
っ
た
の

で
悔
し
い
思
い
が
あ
る
。
部
員
数
は
少

な
い
が
団
結
で
き
る
良
い
チ
ー
ム
な
の

で
、
密
度
の
高
い
練
習
で
地
力
を
付
け

て
い
け
ば
、
次
は
１
回
戦
・
２
回
戦
を

突
破
で
き
る
は
ず
。
来
年
必
ず
こ
の
場

に
戻
り
リ
ベ
ン
ジ
し
た
い
。
応
援
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」。

監
督
の
た
め
に
も
絶
対
に
負

け
る
こ
と
は
で
き
な
い
試
合

で
あ
っ
た
。

　

試
合
開
始
の
笛
と
同
時
に

両
チ
ー
ム
激
し
い
攻
防
が
繰

り
広
げ
ら
れ
た
。
日
本
体
育

大
学
は
、
持
ち
味
で
あ
る
速

攻
や
ク
ロ
ス
攻
撃
で
攻
め
て

く
る
の
に
対
し
、
本
学
ハ
ン

ド
ボ
ー
ル
部
も
、
持
ち
味
で

あ
る
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
か
ら
速

攻
で
対
抗
し
、
両
チ
ー
ム
一

歩
も
譲
ら
な
い
一
進
一
退
の

展
開
が
続
い
た
。
し
か
し
、

徐
々
に
日
本
体
育
大
学
に
押

さ
れ
始
め
、
連
続
得
点
を
許

し
て
し
ま
い
点
差
が
離
れ
て

し
ま
っ
た
。
前
半
終
了
間
際
、

山
本
の
サ
イ
ド
シ
ュ
ー
ト
や

宇
田
津
、
望
月
の
カ
ッ
ト
イ

ン
シ
ュ
ー
ト
に
よ
り
点
差
を

縮
め
た
が
、
前
半
を
１４
対
２０

で
の
折
り
返
し
と

な
っ
た
。

　

後
半
に
な
っ
て

も
日
本
体
育
大
学

の
攻
勢
が
続
い
た

が
、
最
後
の
最
後

で
本
学
ハ
ン
ド
ボ

ー
ル
部
の
底
力
を

み
せ
る
。
田
村
主

将
の
気
迫
あ
ふ
れ

る
シ
ュ
ー
ト
を
皮

切
り
に
、
キ
ー
パ

ー
吉
田
の
好
セ
ー

ブ
な
ど
で
勢
い
を
取
り
戻
し
、

チ
ー
ム
は
今
ま
で
以
上
に
ま

と
ま
り
を
み
せ
た
。
し
か
し
、

前
半
で
開
い
た
点
差
を
縮
め

る
こ
と
が
で
き
ず
、
結
果
は

２８
対
３８
で
本
学
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
部
は
敗
戦
し
た
。

　

福
井
監
督
の
最
後
の
試
合

を
勝
利
で
納
め
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
が
、
今
大
会
、

全
国
制
覇
を
成
し
遂
げ
た
日

本
体
育
大
学
相
手
に
好
ゲ
ー

ム
を
見
せ
た
彼
ら
は
ど
こ
か

誇
ら
し
か
っ
た
。
来
年
度
か

ら
新
体
制
と
な
る
ハ
ン
ド
ボ

ー
ル
部
だ
が
、
こ
の
悔
し
さ

を
ば
ね
に
来
年
度
か
ら
の
更

な
る
飛
躍
を
期
待
し
た
い
。

「
経
験
不
足
を
補
う
意
味
で

も
、
関
東
の
大
学
や
実
業
団

と
の
試
合
を
増
や
し
て
、
リ

ベ
ン
ジ
し
た
い
」
と
、
来
年

を
見
据
え
た
強
化
策
に
言
及
。

ま
た
、
４
年
生
の
矢
田
主
将

は
「
悔
い
は
な
い
、
や
り
き

っ
た
」
と
、
自
身
最
後
と
な

っ
た
全
国
で
の
プ
レ
ー
に
納

得
の
様
子
。「
本
来
の
実
力
を

出
せ
ば
必
ず
勝
て
る
」
と
、

後
輩
に
夢
を
託
し
た
。

か
し
前
半
の
３
連
勝
が
彼
ら

の
自
信
に
つ
な
が
る
と
思
う
。

試
合
で
は
稽
古
以
上
の
力
は

出
な
い
。
来
年
ま
た
、
こ
の

会
場
に
戻
っ
て
く
る
た
め
に

も
、
明
日
か
ら
再
び
コ
ツ
コ

ツ
と
地
道
に
や
ろ
う
じ
ゃ
な

い
か
」
と
選
手
た
ち
を
ね
ぎ

ら
っ
て
い
た
。

選手VOICE

あ
と
一
歩

自信 収穫

を
来
年
の

を
来
年

追
い
つ
め
る
！

に
迫
る
！

と を得る！

総
力
戦
で
勝
利
ま
で

北
の
大
地
で
王
者
を

2
年
ぶ
り
の
全
国
の
舞
台

50
回
目
の
全
国
の
舞
台

悔しさ残るも

ハンドハンド
ボール部ボール部
ハンドハンド
ボール部ボール部
ハンド
ボール部

８
年
ぶ
り
の
大
舞
台

バドミントン部バドミントン部バドミントン部バドミントン部バドミントン部
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吹
奏
楽
総
部
が
、
大
隅
西

小
学
校
全
生
徒
３
１
９
名
を

招
待
し
、
１０
月
８
日（
木
）午

前
１０
時
か
ら
Ａ
館
フ
レ
ア
ホ

ー
ル
で
演
奏
会
が
開
催
さ
れ

た
。
こ
の
よ
う
な
演
奏
会
が

開
催
さ
れ
た
の
は
初
め
て
で
、

そ
の
き
っ
か
け
は
、
小
学
校

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
お
け
る

文
化
活
動
の
一
環
と
し
て
、

大
隅
西
小
学
校
の
音
楽
担
当

の
教
諭
か
ら
の
依
頼
に
よ
る

も
の
で
あ
っ
た
。

　

大
隅
西
小
学
校
と
は
、
陸

上
競
技
部
に
よ
る
出
前
授
業
、

教
職
科
目
「
学
校
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
」
の
協
定
校
、
学

童
保
育
の
「
い
き
い
き
」
で

　

１０
月
下
旬
、
武
道
の
聖

地
・
日
本
武
道
館
に
お
い

て
「
第
６３
回
全
日
本
学
生

剣
道
優
勝
大
会
」
が
開
催

さ
れ
た
。
本
学
剣
道
部

（
男
子
団
体
）は
２
年
連
続

で
全
国
大
会
へ
の
出
場
を

果
た
し
た
。

　

初
戦
の
相
手
は
強
豪
・
早

　だいけいだい教室では、近隣の地域の小中
学生を中心に大学を身近に感じてもらいなが
ら、楽しく勉強をしてもらえるよう、毎週土
曜日に本学学生が学習のサポートをしていま
す。今回は趣向を変えて学生たちが企画した
「ハロウィンパーティー」で子どもたちに楽
しんでもらいました。中にはかわいい仮装姿
で参加する子どもがいるほどの熱の入れよう
でした。宝探しゲームやジェスチャーゲーム
をチーム対抗で競い合い、勝った子どもたち
はお菓子のプレゼントに大喜びでした。最後
はかぼちゃのバケツにたくさん入ったお菓子
をみんな仲良く分け合って、とびっきりの笑
顔で会は終了しました。

●だいけいだい教室

●榎本和也部長（3年生）
　小学生に対して演奏するのは初め
ての経験だったので、小学生が楽し
く聞けるような曲を選ぶのに時間が
掛かりました。また構成の面では、
退屈しないよう配慮した曲順にしまし
たが、座って聞いているだけでは面白
くないと思い、企画ステージという事
で指揮者体験をすることにしました
が、そもそもやりたい人がいるのかと
いう不安が残りました。
　曲も構成も全て手探りの状態だっ
たので、演奏会が始まるまではどうな
るのか心配でしたが、いざ始まると歌
ったり踊ったりと楽しく聞いてくれた
ので安心しました。また、今まで演
奏会でそこまで喜んでもらった事が無
かったのでとても嬉しく、それによっ
て楽しく演奏することが出来ました。

♪
♪
♪
♪
♪
♪
♪
♪
♪
♪
♪
♪
♪
♪
♪
♪
♪

KAWARABAN

教職教職教職

●日　時　2015年10月10日（土）
 10：00～12：00
●会　場　E館各教室
●講　師　学生20名
●参加者　小中学生50名

2015.11.11現在
卒業年月 学部学科 氏名 採用自治体 校種／教科

2016年3月卒業予定 経済学部経済学科 赤松徳之 大阪府 高校／公民
2016年3月卒業予定 経済学部地域政策学科 白江　嶺 大阪府 高校／商業
2016年3月卒業予定 人間科学部人間科学科 伊原隆晃 徳島県 中学校／保健体育
2015年3月 経営学部ビジネス法学科 安部千通 大阪市 特別支援
2015年3月 経営学部第2部経営学科 矢野史彰 兵庫県 高校／商業
2015年3月 人間科学部人間科学科 松尾紗和 大阪市 小学校
2013年3月 経済学部地域政策学科 松田恵介 京都府 中学校／社会
2013年3月 経済学部経済学科 峠　広之 大阪市 小中いきいき連携
2012年3月 人間科学部人間科学科 包山太一 大阪市 中学校／保健体育
2011年3月 経営情報学部ファイナンス学科 萩　大貴 大阪市 中学校／数学
※大学に報告のあった方のみ掲載

●教員採用状況　教員採用選考試験合格者

演
奏
会
を
開
催

大
隅
西
小
学
校
を
招
き

初

の

試

み

で

貴

重

な

体

験

吹奏楽
総部 　

今
年
度
の
始
め
、
４
年
生

の
満
留
・
西
光
ペ
ア
が
口
を

揃
え
て
言
っ
て
い
た
言
葉
が

あ
る
。「
今
年
度
の
全
て
の
大

会
を
優
勝
す
る
」
と
。
前
年

度
、
彼
ら
は
悔
し
い
思
い
を

し
た
。
満
留
・
西
光
ペ
ア
が

３
年
生
で
挑
ん
だ
全
日
本
学

生
室
内
自
転
車
競
技
選
手
権

（
イ
ン
カ
レ
）で
の
こ
と
。
決

勝
ま
で
進
む
も
、
関
西
大
学

と
の
決
勝
は
ラ
ス
ト
ワ
ン
プ

レ
ー
で
勝
ち
越
さ
れ
、
彼
ら

は
涙
を
呑
ん
だ
。

　

そ
の
日
以
来
、
イ
ン
カ
レ

で
は
も
ち
ろ
ん
全
て
の
大
会

で
の
優
勝
を
目
標
に
練
習
に

励
ん
で
き
た
。
４
年
生
に
な

っ
た
満
留
・
西
光
は
就
職
活

動
で
忙
し
い
中
で
も
、
合
間

を
縫
い
練
習
に
参
加
し
た
。

上
農
主
将
は
「
４
年
生
が
頑

張
っ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
自

分
た
ち
後
輩
も
頑
張
れ
た
」

と
、
４
年
生
の
姿
が
全
部
員

の
意
識
を
変
え
た
。

　

迎
え
た
春
の
大
学
対
抗
の

関
西
春
季
リ
ー
グ
、
大
阪
大

学
と
の
接
戦
の
末
に
優
勝
。

６
月
の
関
西
イ
ン
カ
レ
で
は

満
留
・
西
光
ペ
ア
が
大
学
と

し
て
２４
年
ぶ
り
と
な
る
優
勝

を
果
た
し
た
。
そ
の
後
、
関

西
秋
季
リ
ー
グ
戦
を
同
ペ
ア

が
制
覇
、
大
学
対
抗
戦
の
全

日
本
学
生
リ
ー
グ
も
難
な
く

●
上
農
達
也
主
将（
３
年
生
）

　

イ
ン
カ
レ
で
満
留
さ
ん
・
西
光
さ
ん
が
優
勝
し
、
大
学
と
し
て
は
今
年
度
の
全

て
の
大
会
で
優
勝
と
い
う
結
果
を
残
す
こ
と
が
で
き
本
当
に
嬉
し
い
で
す
。
ま
た

こ
の
よ
う
な
歴
史
的
快
挙
に
貢
献
で
き
た
こ
と
を
誇
り

に
思
い
ま
す
。
去
年
悔
し
い
思
い
を
し
た
こ
と
も
あ
り
、

今
年
度
は
例
年
以
上
に
厳
し
い
練
習
を
こ
な
し
て
き
ま

し
た
。
そ
の
成
果
が
こ
の
よ
う
な
大
き
な
大
会
で
実
り
、

辛
か
っ
た
事
も
す
べ
て
報
わ
れ
た
気
が
し
ま
し
た
。
こ

こ
ま
で
サ
ッ
カ
ー
班
が
成
長
で
き
た
の
も
た
く
さ
ん
の

人
た
ち
の
支
え
の
お
陰
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
特
に
日

頃
か
ら
御
世
話
に
な
っ
て
い
る
自
転
車
部
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ

の
方
々
に
良
い
結
果
を
報
告
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。

●
橘
大
地
主
将（
４
年
生
）

　

今
回
私
た
ち
剣
道
部
は
２
年
連
続
で
全
国
大
会
へ
団
体
で
出
場

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
２
年
と
も
全
国
大
会
で

は
、
初
戦
敗
退
と
い
う
結
果
に
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
結
果

だ
け
を
見
れ
ば
昨
年
と
同
じ
で
成
長
す
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
試
合
内

容
で
は
各
個
人
が
チ
ー
ム
の
こ
と
を
考

え
、「
チ
ー
ム
で
勝
つ
」
と
い
う
こ
と
を

意
識
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
成
長
す
る
こ

と
が
で
き
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
来
年
こ

そ
は
全
国
大
会
で
良
い
結
果
が
残
せ
る
よ

う
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
努
力
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

制
覇
し
た
。
最
後
は
１
年
前

に
悔
し
い
思
い
を
し
た
イ
ン
カ

レ
。
こ
の
大
会
を
優
勝
す
れ

ば
大
経
大
が
今
年
の
全
て
の

大
会
を
制
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

そ
し
て
挑
ん
だ
イ
ン
カ
レ
。

満
留
・
西
光
ペ
ア
は
予
選
を

突
破
し
、
さ
ら
に
準
決
勝
で

昨
年
の
覇
者
で
あ
る
関
西
大

学
を
破
り
２
年
連
続
で
決
勝

ま
で
勝
ち
上
が
っ
た
。
決
勝

の
相
手
は
予
選
で
１
度
対
戦

し
敗
れ
て
い
る
東
京
工
業
大

今年度の全ての大会を制覇

学
だ
っ
た
。
だ
が
、
満
留
・

西
光
は
「
負
け
る
気
は
し
な

か
っ
た
」
と
振
り
返
る
。
試

合
は
３
|
１
満
留
・
西
光
ペ

ア
が
勝
利
し
、
２
年
ぶ
り
と

な
る
イ
ン
カ
レ
優
勝
と
史
上

初
の
全
大
会
優
勝（
グ
ラ
ン
ド

ス
ラ
ム
）を
成
し
遂
げ
た
。
満

留
と
西
光
は
「
応
援
し
て
い

た
だ
い
た
す
べ
て
の
方
に
恩

返
し
が
で
き
て
よ
か
っ
た
」

と
、
喜
び
を
噛
み
締
め
た
。

選手VOICE

選手VOICE

グランドスラム堂
々
の ！!

多
く
の
学
生
の
活
躍
が
あ
り
、

良
好
な
関
係
に
も
あ
る
。
ま

た
、「
だ
い
け
い
だ
い
教
室
」

に
も
た
く
さ
ん
の
児
童
が
参

加
し
て
い
る
。

　

学
生
に
よ
る
様
々
な
地
域

貢
献
事
業
を
行
っ
て
い
る
が
、

単
に
地
域
の
要
望
に
応
え
る

と
い
う
だ
け
で
は
な
く
、
学

生
の
実
践
の
場
の
促
進
な
ど
、

学
生
教
育
の
一
環
と
し
て
も

位
置
づ
け
て
い
る
。

♪　

♪　

♪

　

先
生
か
ら
諸
注
意
の
後
、

１０
時
１５
分
か
ら
演
奏
が
始
ま

っ
た
。

　

ま
ず
最
初
に
吹
奏
楽
の
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
な
曲
目
の
演
奏

後
、
二
つ
目
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
指
揮
者
体
験
コ
ー
ナ
ー
へ

と
移
っ
た
。
司
会
を
担
当
す

る
部
員
が
「
指
揮
を
し
た
い

人
！
」
と
コ
ー
ル
す
る
と
決

め
ら
れ
な
い
ほ
ど
、
た
く
さ

ん
の
児
童
が
手
を
挙
げ
た
。

そ
の
中
で
３
人
の
児
童
が
選

ば
れ
、
指
揮
に
よ
っ
て
演
奏

が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
の
を

身
体
で
感
じ
た
様
で
あ
っ
た
。

　

三
つ
目
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
、

児
童
達
に
も
な
じ
み
の
あ
る

曲
が
演
奏
さ
れ
、
会
場
か
ら

手
拍
子
、
そ
し
て
歌
詞
を
口

ず
さ
む
児
童
。
ま
た
、「
妖
怪

第
一
体
操
」
で
は
、
ほ
と
ん

ど
が
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
し
て

リ
ズ
ム
に
の
っ
て
体
操
を
始
め

た
。「SEKAI NO OWARI

」

の
曲
「
Ｒ
Ｐ
Ｇ
」
が
流
れ
る
と

会
場
の
興
奮
は
ピ
ー
ク
に
達

し
、
さ
ら
に
舞
台
に
マ
リ
オ

や
ク
ッ
パ
が
現
れ
、
会
場
が

興
奮
の
渦
に
包
ま
れ
た
。

　

全
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
終

了
し
、
自
然
と
ア
ン
コ
ー
ル

の
拍
手
喝
采
が
巻
き
起
こ
り
、

ま
さ
に
人
気
グ
ル
ー
プ
の
コ

ン
サ
ー
ト
会
場
の
様
だ
っ
た
。

最
後
に
児
童
達
代
表
か
ら
お

礼
の
言
葉
を
も
ら
い
、
部
員

達
は
笑
顔
で
応
え
て
い
た
。

　

児
童
達
に
感
想
を
聞
く
と
、

「
歌
い
す
ぎ
て
の
ど
が
カ
ラ
カ

ラ
」、「
楽
し
か
っ
た
！
」
と

口
々
に
答
え
て
、
部
員
た
ち
に

「
ア
リ
ガ
ト
ウ
！
」
と
手
を
振

っ
て
、
会
場
を
後
に
し
た
。

稲
田
大
学
。
日
本
一
に
輝
い

た
こ
と
も
あ
り
、
名
実
と
も

一
目
置
か
れ
る
存
在
で
あ
る
。

本
学
も
全
日
本
個
人
三
位
に

輝
き
、
実
業
団
へ
の
入
団
が

内
定
し
て
い
る
岡
本
副
主
将

を
筆
頭
に
、
決
し
て
実
力
は

劣
ら
な
い
。

　
「
臆
さ
ず
、
攻
め
続
け
ろ
」

そ
う
語
る
久
野
数
馬
監
督
ら

指
導
者
陣
が
見
守
る
な
か
、

決
戦
の
火
蓋
は
切
ら
れ
た
。

こ
の
大
会
は
７
人
団
体
制
で

あ
り
、
勝
者
数
が
同
数
の
場

合
に
は
、
総
取
得
本
数
に
よ

り
、
勝
敗
が
決
す
る
。
選
手

全
員
の
気
持
ち
が
試
さ
れ
る
。

試
合
前
、「
必
ず
一
本
を
取
っ

て
く
る
」
と
語
っ
た
先
鋒
・

岡
本
は
果
敢
に
上
段
か
ら
攻

め
続
け
る
も
、
結
果
は
引
き

分
け
。
続
く
次
鋒
・
片
岡
は

関
西
予
選
で
獅
子
奮
迅
の
大

活
躍
を
見
せ
、
全
国
大
会
出

場
の
原
動
力
と
な
っ
た
選
手

で
あ
る
が
、
試
合
前
半
に
出

鼻
を
挫
か
れ
、
惜
敗
。
後
続

の
選
手
た
ち
も
悪
い
流
れ
を

断
ち
切
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
。
終
盤
、
大
将
・
藤
野

が
面
を
奪
い
、
立
て
続
け
に

小
手
も
決
め
、
執
念
で
二
本

勝
ち
を
収
め
る
が
、
試
合
結

果
は
１
│
４
。
二
回
戦
進
出

は
叶
わ
な
か
っ
た
。

　
「
檜
舞
台
に
お
い
て
、
緊
張

が
払
拭
で
き
な
か
っ
た
」
と

久
野
監
督
は
語
っ
た
が
、
一

方
で
「
選
手
た
ち
は
よ
く
戦

い
抜
い
た
。
胸
を
張
っ
て
、

大
学
に
戻
っ
て
欲
し
い
」
と

果
敢
に
攻
め
続
け
た
選
手
た

ち
に
対
し
、
称
賛
の
声
を
送

っ
た
。
全
国
大
会
で
の
白
星

は
お
預
け
と
な
っ
た
が
、
完

全
燃
焼
し
た
４
年
生
の
背
中

を
見
て
き
た
後
輩
た
ち
に
、

そ
の
夢
は
託
さ
れ
た
。男子団体戦1回戦試合結果

10/25
（日）

大阪経済大学 早稲田大学
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第63回　全日本学生剣道優勝大会

聖
地
・
日
本
武
道
館

剣
道
部
の
執
念

有言実
行

自転車部自転車部自転車部自転車部自転車部
（サイクルサッカー班）
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